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｢制御情報システムエ学

工学科」のＩＣＴ系３学

｢機械知能システムエ学

熊本高等専門学校長宮川英明

産業界における国際競争の激化、わが国における生産年齢人口の減少、持続可能な循環型社会の構築など解決しな

ければならない諸問題が山積しており、このような経済社会構造の変化に対応するため、平成20年12月、中央教育審

議会大学分科会の高専特別委員会は「ものづくり技術力の継承・発展とイノベーシヨンの創出を目指して」という副

題をつけた『高専教育の充実について』を答申しました。この答申を受けて、平成21年10月、熊本電波高専と八代高

専は「更なる教育の質の向上」「専攻科の拡充」「産業界や地域社会との連携強化」を柱とした高度化再編を行い、２

つのキャンパスをもつ熊本高等専門学校として生まれ変わりました。

新生熊本高専は時代や地域のニーズに対応した６学科、２専攻科を設置し、さらに地域の産業界や教育界と連携し

ながら産業振興や人材育成の拠点として貢献するため、また教育方法の開発や教育支援のために「地域イノベーショ

ンセンター」「lCT活用学習支援センター」「PBL・総合教育センター」の３つのセンターを新設いたしました。

現在、熊本高専の教員総数は約140名、技術職員19名で、その専門分野も多岐にわたっており、研究実験装置や分

析装置などに関しても、いくつかの分野では先端技術の開発に必要な高度な機器を設置して活発な教育研究活動を

行っています。様々な分野でこれまで以上に皆様との連携の活動が拡充・進展することを期待し、これらの概略をま

とめた熊本高専第１回『研究シーズ集』を作成しました。皆様の抱えておられる課題や高専教員が持っている研究

シーズなどについて'情報を交換し、それらが共同研究や受託研究へと発展して商品の開発や知的財産の獲得等に繋が

れば有難いと存じます。その他にも技術相談や受託試験等の制度もございます。皆様のご利用をお待ちしています。

１つの高専だけではカバーしきれない課題や高度で困難な問題等にも対応できるよう、全国51の国立高専と２つの

技術科学大学との広域連携となる高専一技科大連合の技術マッチングシステムも準備しています。広範な分野の様々

な問題に対応できるのではないかと思います。思いもよらないアイデアのヒントが潜んでいるかもしれません。ご活
用いただければ有り難いと存じます。

熊本高専は多くの皆様との出会いを願っており、地域の皆様と連携して様々な課題や問題に取り組みたいと思って
います。皆様からのお電話やご相談を心からお待ちしています。
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国立ｉ塾,

；j/Ｃ７烹蛋副言.擬江学顎の６
勢喧ﾀ(編成で、教育〃研莞内容が

さらに完実し談魂

熊本高等専門学校

熊本高専は、熊本キャンバスに「情報通信エレ

|･巻頭

「

科｣、「建築社会デザインエ学科｣、「生物化学シス

テムエ学科」の融合・複合工学系３学科の計６学

科から構成されています。この６学科に高度化再
編することにより、複合学科体制。ＩＣＴ系技術
分野を拡大・強化・発展させ、エンジニア・デザ
イン能力の育成や人間社会と自然環境との調和を

|、国際的に通用する実
成します。
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11．各センター紹介

ｒ
Ｌ ）地域イノベーションセンター

本センターは、両キャンパスで培ってきた技術シーズをもとに、新たな「創発型の技術開発（イノベーション)」に取り組むことを目標と
しています。そのため、専門技術を個々 に提供するだけでなく、地域と一体となって取り組む共同研究・開発に力点を置いています。また、
創発型の知的興宙の場を提供し、新高専がめざす創造的で自立的な人材の育成を支援することも重要な役割と考えています。

シンガポールなどの

海外癌雪致河擬Ⅷ

ア マ

ＩＣＴ活用学習支援センター
Ｌ 」

I侭本i密専 地域
共同研究・受託読究

プロジェクト推進

技術個眼・搬器利用

社会人鰯座

長期インターンシップ

共同牧両
一参

シンポジウム棚催

技術移娠・財産祷理

地域イノベーションセンター

、地域創発耶乗部

〔2]砺究開発推迩那蔑部

〔3]人材育成亦莱部

[4]知的財産拠点化耶桑部

地域企莱

j蛮案団体・ＮＰＣ

自治体・公共団体

高騨・大学・研究所
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、
４ＰＢＬ･総合教育センター

実践的技術者教育では、国際的に通用する技術者の育成が強く求められています。実践技術者に求められる能力は、問題解決能力、コミュ

ニケーション能力、チームワーク能力です。これらの能力育成には、国際化教育ならびにＰＢＬ(P｢obIemBasedLeaming）利用教育が有効
な方法です。また、産業や社会を活性化していくためには、地域に活力を与えられる、元気で、創造的な若い人材の育成が重要です。そのた

め地域の教育界と連携して、小中学校の科学技術支援を行うことも、本センターの重要な柱です。

ＰＢＬ・総合教爾センターの活動

２
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九州・沖縄地区の
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【１１ＰＢＬ利用敦淘珊嬬
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剥猷望

小・中学の児産・生従

小・中学校教師

一睡市配

孜角･研究

の寂膿強化

）

一般人

|ＣＴ活用学習支援センター

地域における科学技術教育や研究の拠点にふさわしいICT基盤を整備し、図書や教育研究に関わる学術情報および本校で開発したマルチメ

ディア教材やｅラーニングコンテンツ等を、効率的に提供・利用してもらうための施設です。また、これらを活用して人材育成事業や地域連

携事業への支援も行います。具体的には、従来の情報処理センターと図書館を統合して、学術情報や教育・研究資源を集積・管理するととも
に、これを学生・教職員のみならず広く地域の方々 にも公開して、ＩＣＴを活用した協調学習や自学自習センターとしての役割を担っていくこ
とを目標にしています。

地域社会

教職員学生中学生企蕊人

〆ﾜーｷ誌鎚諦ﾂー
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Ⅲ.高専一技科大連合技術マッチングｼステム

画NＴｎｅｔ *技術マッチングシステムは、技科大と国立高専
の研究シーズを集めました。

https:〃l<osen-nutonet／
システムの概要

高専一技科大連合技術マッチングシステム（KNTnet)は、産学官連携、研究成果の活用及び広域連携の促進に資することを目的とし
て、全国51の国立高専と長岡技術科学大学・豊橋技術科学大学に関する研究者情報を網羅的に収集、提供しているサイトで平成21年６月

より提供しています。

システムの特徴

②北海道から沖縄まで日本全国を網羅する教員の技術シーズを検索できます。（ReaD情報以外のプラスアルファの情報を掲載）

③関連する全国の特許情報を全て検索できます。（特許電子図書館|ＰＤＬの機能に独自機能を追加）

、技術相談（コンタクト希望）をシステムから依頼できます。

KNTnetの概要

カテゴリ 登録数 情報項目

研究機関 5３ 名称、所屈地、沿革、機構、研究部門名など

研究者情報 ３，８６９ 氏名、所属機関、職名、研究分野、研究テーマ、研究業織など

シーズ 分野、シーズ状況、キーワード、アピールなど

ニーズ 分野、シーズ状況、キーワード、アピールなど

ｌＤ情報（学官） (公開項目）ＩＤ、アピール、メモ、（非公開項目）氏名、所属など

ｌＤ情報（企業） (公開項目）ＩＤ、アピール、メモ、（非公開項目）氏名、所属など

特許情報 IＰＤＬと同じ

KNTnetイメージ図

国市51高専十

長岡・豊橋両技科大

犀 (平成22年２月現在）

問合せ先：
〆

高専一技科大連合.
可

スーパー地域産学官連携本部

高専一技科大技術マッチングシステム担当

』
Ｌ

E-maiI：system-knt＠kosen-k・gojp ’



|V・研究シーズ集

熊本キャンパス
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ｉｖ－１ｌ情報通信エレクトロニクスエ学科…４

iｖ－２制御Ｉ情報システムエ学科･……･…･…1２

iｖ－３人間情報システムエ学科……………1８

iｖ－４共通教育科･…………………･…･……2５

八代キャンパス
Y誠sughimCamp肥

iｖ－１機械知能システムエ学科…･…･･……3４

iｖ－２建築社会デザインエ学科……･･･……4３
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学科名／Ｉ情報通信エレクトロニクスエ学科・専攻科

情
報
通
信
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レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
エ
学
科

堂科嚢／情報涌信エレクトロニクスエ学科

４

学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科

名前

下田道成
SＨｌＭＯＤＡ

学位

Ｍｉｃｈｉｎａｒｉ

博士(工学）

専門分野

電磁気学、

電磁波工学

技術協力｡相談分野：電磁界解析､電磁気学の学習の助言

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：san9aku@kumamoto-nctacjp

弄型蕊'零雪雲j雲と」
【研究テーマ】

電磁波による物体の計測技術の開発

【研究概要】

物体に電磁波(光)照射し､反射･透過｡散乱する電磁波の計測
を通して得られる情報から物体の表面インピーダンスを推定
し､表面形状及び浅い層での内部構造を計測する。

【解決できる問題】

工場等で生産される器材･機具｡機械等の機器製品において

は製造過程で発生する､不純物や空洞の混入､ひび割れ､切り

傷等の損傷により品質が低下することが考えられる｡表面イ

ンピーダンスを利用した計測技術は製品の形状計測､浅い層
での不純物混入の検査などに応用できる。

名前

下塩義文

ＳＨｌＭＯＳＨｌＯ

学位

Yoshifumi

博士(工学）

専門分野

環境電磁工学

技術協力･相談分野：ノイズ対策､高周波計測､無線技術士等の資格対策

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－ＭａｉＩ：shimoshio＠kumamoto-nct．acJp

1．各種電気機器からのノイズ対策
2．ネツトアナ､スペアナ､TDR､デジタルオ
シロなどを用いた高周波計測技術の相談

電波暗室を用いた計測､マイクロ波帯の計測、
Mixed-modeSパラメータ､時間領域計測など各
種の計測技術に対応します。
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電波暗室(30ＭHz-18ＧHz）
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．且回.日固些
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ネットアナＴＤＲデジタルオシロ各種アンテナ
(２０ＧＨｚ,４port） （3.5ＧＨｚ,40ＧＳ/s）
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（次世代携帯情報機器用の電源回路 一
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学科名／1情報通信エレクトロニクスエ学科（地域イノベーションセンター）

学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科

％
鼠

鯵
､ｲ

ヘヘ
副
ｊ
・
肌
型

・
が
撫
埜

９
０
．
Ｌ
グ
《
咋
・
，
闇
》

名前

大田一郎

ＯＯＴＡ

学位

lｃｈｉｒｏｕ

博士(工学）

専門分野

電子回路、

集積回路工学、

シミユレーションエ学

技術協力･相談分野：電源･パルス｡ディジタル回路の試作や設計に関する相談

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433Ｅ－Ｍａｉｌ：oota-i＠kumamoto-nctac､jｐ

スイッチトキヤパシタ技術を用いて色々な用途の電源回路を設計･試作.
評価している｡また､ＶDECや共同研究の企業で実際にlCチップを製造して、
実験により試作チップの評価も行っている。

議議
〃~、

(樹脂封じ前の表面）

園

厚さ1.5ｍｍ以下

次世代携帯情報機器用の電源回路

鯵

更なる薄型化・小型化

癖
十

1.5ｍｍ以下

名前

伊山義忠

lＹＡＭＡ

学位

Yoshitada

博士(工学）

専門分野

マイクロ波工学、

モノリシックマイ

クロ波制御回路

技術協力"相談分野：ＭＭｌＣの設計･評価､マイクロ波スイッチなどの構成

連絡先：管理課研産学連携係096-242-6433E-Maii：iyama＠kumamoto-nct・acjp

マイクロ波工学の分野において､ダイオードやFET

等の半導体素子を用いた､マイクロ波･ミリ波回路に

関わる研究を実施してきている｡とりわけ､スイッチ

や移相器などのマイクロ波制御回路ＭＭｌＣｆデバイス

に関しては､その設計から評価にわたっての専門的

な特に幅広い経験を有している。

ＭＭＩＣ*:MonolithicMicrowavelntegratedCircuit
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学科名／I情報通信エレクトロニクスエ学科

学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科
情
報
通
信
エ
レ
ク
ト
ロ
一

６

技術協力｡相談分野：半導体デバイス､照射損傷

連絡先：TELO96-242-6079E-MaiI：ohyama＠kumamoto-nctacjp

FFﾜード耐放射iii堂雪雲室竺三
人工衛星･宇宙ステーション宇宙空間に降り注ぐ放射線
･宇宙空間での電気｡電子の動作ヴアン・アレン帯の捕捉粒子

･放射線環境下での動作が必要
放射線照射(高エネルギー粒子線）

照射損傷の調査

放射線に強いデバイス構造､プロセ

･対象デバイス

ＳｉＧｅ,ＧｅＳｉＭＯＳＦＥＴ
フォトダイオード

（Si,ｌｎＧａＡｓ）
ＳｉＣ－ＭＥＳＦＥＴ

ス

太陽風､太陽フレアの宇宙放射線

銀河宇宙線

▼

綴

名前

松田豊稔

ＭＡＴＳＵＤＡ

Ｔｏｙｏｎｏｒｉ
学位

博士(工学）

専門分野

光学

技術協力･相談分野：周期構造に関する事項(特に､シミュレーション）

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-Mail：tmatsu＠kumamoto-nctac､jｐ

マイクロからナノオーダの構造を等間隔に配置し

た周期構造に光を照射したとき起きる現象について

調べています。

応用としては､レンズなどの光学素子､気体や液体

の濃度を検出するセンサがあります。

今後は､周期構造の機能性材料への応用を考えて

います。



国
軍・
癖

ロ
ニ
ク
ス
エ
学
科

／

篭＝－‐謬置観観_鷺蕊'望騨
一画＝ョ画一＝庚奄画＝望

穂蕊欝、‘繊然､
【これまでの成果】

名前

西山英治
ＮｌＳＨｌＹＡＭＡ

Ｅｉｊｉ
学位

博士(工学）

専門分野

計測工学、
電力工学

京都議定書に掲げられているようにＣＯ２削減は本

邦に対する重大な問題であると同時に削減技術の表

裏一体にある省エネルギー技術は技術的な躍進に大

きなチャンスとなっている。

現在､国内外のＣＯ２削減技術や省エネルギー技術

の原理･特徴などについて調査研究中である。

キーワード：エネルギー管理､CO2削減

学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科

｡

情
報
通
信
エ
レ
ク
ト

･シリコン表面上に異種原子を吸着させる

と､今まで知られていなかった新規のナノ

構造を作ることができる。

，ナﾉ構造を組み合わせることで､新たな原

理の電子デバイスを作ることができる。

･STMとLEEDの組み合わせで､原子サイズ
程度のナﾉ構造でも構造を確定できる。

キーワード：ナノテクノロジ－、

ナノワイヤ､STM ／三

訂Ｆ
苗ｑｑ

三ー

に鯖#

ビスマスナノワイヤ

名前

大石信弘

ＯｌＳＨｌ

Ｎｏｂｕｈｉｒｏ

学位

博士(工学）

専門分野

表面科学、
ナノテクノロジ－

i応用可能な問題】

技術協力･相談分野：エネルギー管理､省エネルギー

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-MaiI：enishi＠kumamoto-nctacjp

学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科（ＰＢＬ・総合教育センター）

技術協力･相談分野：ナノ構造物､ナノテクノロジー､表面科学

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：oishi＠kumamoto-nctacjp

超高真空下でシリコンの表面上にビスマ

ス原子を吸着させ､原子幅の1次元構造(右
図参照)を作り出し､その構造を走査トンネ
ル顕微鏡法(STM)と低速電子回折法
(LEED)を用いて解明してきた。
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学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科 Ｉ

～

名前

本木実

ＭＯＴＯＫｌ

学位

Ｍｉｎｏｒｕ

博士(工学）

専門分野

情報工学､知能情報工学、

ﾆｭー ﾛコンピューティング

技術協力｡相談分野：ニューラルネットワーク応用､人工知能の各手法

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：motoki＠kumamoto-nctacjp

キーワード：ニューラルネットワーク、

＝＝一自然言語処理

ニューラルネットワークを用いた

自然言語･記号パターン認識の研究
cng②ｎ'】fnU，funlisー一一一ー

匪

‘甲!~両寂

,辿壁
ｇユエユ

雨ｦ’

VGrbobjGcl

一

at二ｅ

taIgetppI1Om

outputIoyer

hiddgnIayOr

;趣:…i…‘…
Ｐａｏ上ａＥｏＺｋ

inpuuDyer

|LlL貿職県-＃
９土雪ﾕＩＥＩｍｌ…匪血

boy画匹匠I造｡雪臆、血

坐．!。。園１－‘｡“一
ｋ

repUなSｅｍａｕＯｎＳ

自然言語を代表とする記号列のパターン

認識を二ユーラルネツトを用いて行う｡記号
ベクトルも学習するので､従来人手で与えて
いたベクトルを与える必要がなく記号列のパ
ターン認識が行える。

ロmbpDED,pEQ主,画写暦日爵

各種自然言語処理､（

イオインフオマティク
ス､楽譜のパターンなど

を認識､識別したい場合
に応用できることを目
指す｡また学習時･実行
時の詳細なふるまいを

解明する。

ロ １１ ｌＩＭｌ

鴎眉 l調

名前

葉山清輝

ＨＡＹＡＭＡ

学位
Kiyoteru

博士(工学）

専門分野

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋ゚ｭーﾀｼｽﾃﾑ、

計算機工学、

半導体工学

技術協力･相談分野：マイコン応用機器､小規模組込みシステム､FPGA､ＨＤＬ

連絡先：TELO96-242-6066E-Mail：hayama＠kumamoto-nctacjp

,喜雲塁己呆僻み蕊li雲三雲」
①自律型ロボットを題材とした研究､組込み技術教育

･RealWorldRobotChallenge(RWRC）
oＧＰＳＲｏｂｏｔＣａｒ

･マイクロマウス

②マイコン応用機器開発

繕 識



情
報
通
信
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
エ
学
科

学科名／情報通信エレクトロニクスエ学科（地域イノベーシヨンセンター）

学科名／1情報通信エレクトロニクスエ学科・専攻科

画

、Z

学科名／1情報通信エレクトロニクスエ学科・専攻科

Ｉ

名前

小田川裕之
ＯＤＡＧＡＷＡ

学位
Hiroyuki

博士(工学）

専門分野

圧電デバイス、

超音波工レクトロ

ニクス

技術協力｡相談分野：弾性表面波(SAW)デバイス､微細加工､強誘電分極分布の測定

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：oda9awa@kumamoto-nctacjp

|妻蒜,噸窒i毒堂竺雲二二三星雲壷’
電圧を加えると伸びたり縮んだりする｢圧電体｣は､超音波工
レクトロニクスで広く用いられています｡この性質は音や振音の
世界だけではなく､携帯電話の電波を選別するフィルタなど信号
処理デバイスにも使われています。

私の－番の研究テーマは､圧電体の極性を自由に並べ変えて、
より性能の高いデバイスを作ることです。
圧電デバイス､強誘電デバイス､分極反転構造の可視化･計測、
弾性表面波(SAW)フィルタ､およびそれらを作製する微細加工
技術が関連する研究分野です。

研究室ホームページ

http://www・tc.knct､acjp/|ab/Odagawa-lab／

名前

高倉健一郎

TＡＫＡＫＵＲＡ

学位

Kｅｎｉｃｈｉｒｏｕ

博士(工学）

専門分野

半導体デバイス、

半導体材料

技術協力｡相談分野：半導体材料作製｡評価､半導体デバイス評価

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：takaku｢a@kumamoto-nctacjp

環境に配慮した材料作製

パソコンの液晶ディスプレイや太陽電池などに使われる表面の電極
Iま､光を素子の内外へ通すガラスのような役割と電気を流す金属の
役割を持つ必要があり､透明電極と呼ばれる材料が使われています。
現在は､酸化インジウム(ITO)が使われていますが､原料のｲンジウム
伽0年程度で無くなると予想されている希少元素です。
透明電極の需要は今後も増大しますが､ITOの替わりになる材料
は見つかっていません｡私たちはITOに替わる透明電極材料として酸
化ガリウムに注目して研究を行っています｡酸化ガリウムは資源が豊
富で､無毒なガリウムと酸素から榊成されている､環境にやさしい材
料です。
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1０

学科名／'情報通信エレクトロニクスエ学科

学科名／'情報通信エレクトロニクスエ学科

学科名／I情報通信エレクトロニクスエ学科

名前

石橋孝昭

lＳＨｌＢＡＳＨｌ

学位

Takaaki

博士(情報工学）

専門分野

信号処理、

確率統計

技術協力･相談分野：音響信号処理､音声認識､生体信号処理､情報通信

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433Ｅ－ＭａｉＩ：san9aku＠kumamoto-nct。acJp

●騒音環境下で観測された雑音混じりの音声から
雑音を除去して話者音声のみを取り出したい。

●多くの話者がいる状況下で観測された音声から
特定の話者の発話音声のみを取り出したい。

●高残響高騒音環境下でも
有効に機能する音声認識装置を構築したい。

●実際に観測されたノイズ混じりの信号から
顕著な特徴を見つけて変動を識別したい。

技術協力｡相談分野：Webシステム､ユーザインタフエース､色覚バリアフリー

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：nagatak@kumamoto-nctacjp

ホームページの色情報を自動変換

(作図：傭剥悪画信工学科2007年度卒業生）

利用しにくいWcbページｎ一同

自動

変換

利用しやすいwcbぺーヅ,』『'ロココ

パズル

Ｐ己 蕊
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学科名／I情報通信エレクトロニクスエ学科

１１

学科名／‘情報通信エレクトロニクスエ学科

籍
名前

神崎雄一郎

KＡＮＺＡＫｌ

学位
Yuichiro

博士(工学）

専門分野

ソフトウエアセキユ

リティ

技術協力｡相談分野：ソフトウエア保護

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-Mail：sangaku＠kumamoto-nctacjp

ソフトウエアの内部に含まれる秘密情報を、
攻撃者の不正な解析行為から保護する。

１０００１１０

#:淵’
－、／
ソフトウ

一一

〆保護解析

一口
、

ｴアー

亀
攻撃者(悪意のあるユーザ）

ソフトウェアに含まれる秘密情報

■復号鍵のデータ

一一一一

ロ商業的価値の高いアルゴリズム

■ライセンスチエックのための条件判定

技術協力･相談分野：ニューラルネットワークの応用､サーバシステムの構築

連絡先：管理課研究協力担当O96-242-6433E-Mail：hsintani@kumamoto-nctacjp

緬灘鰯蕊雪」
二ユーラルネツトワークを用いた処理システムに､新しい評価墓準を与えるた

めの研究を行ってきた｡学習済みのネットワークの出力に対して逆問題解決手

法を適用することにより得られる認識可能パターンの代表例を利用すること
で､システムがどのような認識機構を獲得したのかを類推することや､より効率
的なネットワーク構成を求めることが可能となる。

現在の主な研究としては、

↑
．
イ

を
も

大脳視聴覚系ニューラルネットワークモデルの研究
ニューラルネットワークの情報処理可視化ソフトウエアの開発．
生体信号を利用した遠隔操作システムの開発・ず;：

、！

子っている｡さらにこれらを効率的に運用するために！：、
計算用クラスタサーバの効率的共有利用に関する研究；；
ﾃっていく予定である。匡一

粥縄鴛

＆



制
御
情
報
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

学科名／制御!情報システムエ学科（ＰＢＬ・総合教育センター）

学科名／制御情報システムエ学科学科名／制御情報システムエ学科

1２

技術協力｡相談分野：学校用実験教材開発､マイクロコンピュータ応用機器

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：yamamoto@kumamoto-nctacjp

実験教材開発例

小学校用実験機器

電流方向指示器(大小判定機能付き）

マイクロコントローラとLED､○Ｐ

アンプを利用して電流の方向およ

び､大きさを視覚的に示す表示器

中学校用実験機器

マイクロコントローラを利用した

電圧計､圧力計､温度計や､音の速度測定器などを

安価に製作する回路の提供など

ｃ
一
・

爾
『
．
●
缶

Ｑ８.
タグ０９

タＰ

名前

松本勉

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ

学位

Tsutomu

博士(学術）

専門分野

教育工学、

医療･福祉工学

技術協力･相談分野：医療工学、組み込み技術教育

連絡先：ＴＥＬＯ９６－２４２－６０８９ E-Mail：matumoto@kumamoto-nctacjp

キーワード：医療診断支援､生活支援

一＝ﾌー

･医療診断システムの開発に閏する研究

症状､所見､検査データなどから患者の
疾患名を推測するシステム

･高齢者生活支援システムの開発に関する研究
宅内の高齢者の生活状態を見守り､危険を
検知･連絡するシステム

.組み込み技術教育関連

組み込み技術の墓礎から応用までを習得する
カリキュラムおよび学習キットの開発



１．

面“⑪ｅｄｉ３レ

学科名／制御Ｉ情報システムエ学科・専攻科
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名前

永田正伸

NＡＧＡＴＡ

学位

Ｍａｓａｎｏｂｕ

博士(工学）

専門分野

制御工学、

ロボットエ学、

メカトロニクス

技術協力･相談分野：機械制御､メカトロニクス

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-MaiI：na9ata-m＠kumamoto-nctacjp

キーワード：制御､ロボット、

＝＝一センシング

1.ロバスト制御

ロバスト､制御､安定性

研究分野:制御工学､知能機械学･機械システム､機械力学･制御

2.自律飛行

航空機､自律

研究分野:航空宇宙工学､機械力学･制御､制御工学

3.身体活動･姿勢センシング

身体､活動､姿勢､センシング

研究分野:医用生体工学･生体材料学､リハビリテーション科学｡福祉工学、

計測工学

Ｐ』

技術協力｡相談分野：計測制御システムの設計構築､各種機械システムの解析

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-MaiI：ohtsuka@kumamoto-nct､acjp

適応制御･最適制御･ファジィ制御･ロバスト制
御など各種の制御理論を駆使し､人間-機械協調
制御システムや知的車椅子操縦システムなどの
知的機械システムの開発に取組んでいます。

J鋼EIii溝３
上体姿勢で制御可能な知的車椅子操縦システム人間-機械協調制御システム

壷#二



学科名／制御情報システムエ学科（地域イノベーションセンター）

学科名／制御情報システムエ学科学科名／制御情報システムエ学科
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『

鑑
人間一機械協調制 システム

ルータ）

名前

柴里弘毅

ＳＨｌＢＡＳＡＴＯ

学位

Ｋｏｋｉ

博士(学術）

専門分野

制御工学

技術協力･相談分野：人間-機械協調システム､操作支援機器､制御工学

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：san9aku@kumamoto-nctacjp

人間一機械協調制御における補信システム構築
人間を制御要素として含む人間一機械系において、

操作者の技術不足に関わらず本来の制御目標を満足させるように
操作者の制御行動を補助する機構に関する研究

■Ｆ

CoIIabor副ter--。刊圃CoIIaborate兵

隠巽薗雲琴昨
■Conceptanddefmition

認識尋
TrmInInpfbrdrivergIdII

|;総鵬瀧撫瀧:剛淵
|熟鯛繍:w柵･…･I,…………

名前

博多哲也

HＡＫＡＴＡ

学位

Tetsuya

博士(工学）

専門分野

計算機工学

技術協力｡相談分野：マイコン応用

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：hakata＠kumamoto-nctacjp

キーワード：マイコン､ブログラミング

ーーフー

①マイコン応用
マイクロコントローラーを用いた計測システム、教材の開

発に取り組んでいる。

②半導体の耐環境性強化に関する実験
半導体に放射線を照射し損傷を解析することで宇宙空間

など常に放射線に曝される状況下においても長期間正常に

動作する半導体を開発するためのデータを得ることができ

る。それに関連した計測装置・システムの構築を行ってき

た



際に､ヘリウムより重く鉄より

水素｡ヘリウムはビッグバンの

1５

学科名／制御情報システムエ学科（ＰＢＬ・総合教育センター）

学科名／制御情報システムエ学科

的に研究している。

軽い元素は恒星内部にて作ら

れたことがわかっている。

未だ朗らかにはされていない

制
御
情
報
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

鉄より重い元素の起源を理論

瞳
あ

麗
馳

数値シミュレーション用並列計算機

名前

藤本信一郎
FＵｊｌＭＯＴＯ

学位

Shinichiro

博士(理学）

専門分野

高エネルギー

天文学

技術協力｡相談分野：数値シミュレーション､数値データの可視化､並列計算

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：fujimoto＠kumamoto-nctacjp

私の研究テーマを一言で表わ

すと『様々な元素がいつ､どこ

で、どのようにして作られた

のかを明らかにする』ことで

ある。

水素｡ヘリウムはビッグバンの

際に､ヘリウムより重く鉄より

軽い元素は恒星内部にて作ら

れたことがわかっている。

未だ明らかにはされていない

鉄より重い元素の起源を理論

的に研究している。

ジェット状超新星

|磁気流体力学計買

墓

献立提案システム開発

名前

嶋田泰幸
ＳＨｌＭＡＤＡ

学位

Yasuyuki

博士(工学）

専門分野

音響工学、

医療･福祉工学

技術協力｡相談分野：音響工学関連､医療･福祉工学関連

連絡先：TELO96-242-6084E-Mail：shimada@kumamoto-nctacjp

ｷーﾜード個人画零雪三一音響工学

卿個人適応型食生活支援システムの開発に関する
研究

健康状態､曜好､生活環境などから利用者に
適した献立提案システムの開発

･高齢者生活支援システムの開発に関する研究
宅内の高齢者の生活状態を見守り､危険を

検知･連絡するシステム

･音響工学関連

騒音｡振動の測定とその制御に関する研究



制
御
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報
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テ
ム
エ
学
科

ヒューマンモデルの開発

1６

一視覚・聴覚センサーを融合し、環境を理解するロボット開発一

学科名／制御情報システムエ学科（地域イノベーションセンター）

:ディジタル信号処理、キーワード

音声音響処理

研究テーマ
／
し
、
〆
１
冊
８
．
心
』
尾
口
■
唖
胴
睡
し

l3rRILayaI】

講
一鱗
と'二一

ｂ■

○遠隔操縦技術を用いた擬似運転システムの開発

【1BllaWJ】
【Zmd随y画】｡』plZtLjYGI

一ラジコンカーをベースにした無線ＬＡＮによる遠隔操作システムー

⑤
画
向
便
釦
仁
三
．
唇
三
宮
ヨ

一
喝
呈
喜
』
◎
屋
辱
』
◎
律
。
雲
芯
『
２

『

学科名／制御情報システムエ学科

名前

松尾和典

ＭＡＴＳＵＯ

学位

Kａｚｕｎｏｒｉ

博士(工学）

専門分野

情報工学､知能工学、

ーユーラル
ー

コンピューティング

技術協力･相談分野：ニューラルネットワーク応用

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-Mail：matsuo＠kumamoto-nctacjp

ニューラルネットワークを用いた

極少数投影からのCT画像再構成
ｌ
｜
ロ
雰
一
Ｅ
一
屋
ｇ
》
一
凹
包
』
駕
鴬
◎
ｕ
ｇ
一

極めて少数に投影方向を制限された条件化での

CT(ComputedTomography)画像再構成に対し
て有効な､２次元および３次元多値CT画像再構成シ
ステムをニューラルネットワークにより構築する。

構築される多値CT画像再構成システムは、
極めて少数の投影データから物体の内部にお
ける物理量分布を映像化できる｡この非破壊
検査システムにおいては投影データの測定機
器も単純なもので済むので､さまざまな場面で
容易に非破壊検査を実施するためのモデルシ
ステムになると考える。

音抑

ﾅ離システム
圧処理一 _』

技術協力･相談分野：雑音抑圧､音源位置推定､遠隔操作関連技術など

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－Ｍａｉｌ：sangaku@kumamoto-nctacjp



＝

1７

技術協力｡相談分野：筋骨格系のモデリング､計測システムの構築､動作分析

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-MaiI：sangaku＠kumamoto-nct,acjp

Ｆｉｇｌ,Ｍｏｄｅｌｉｎｇｏｆ

ｕｐｐｅｒｌｉｍｂｓ

Ｆｉｇ２２ｄ.ｏ､ｆ
ｏｆＣＰＭｄｅｖｉｃｅ

･機構構造に起因する人とＣＰＭ

装置のミスマッチの問題

･ＣＰＭ軌道生成に有用な上肢疾

患を模擬するモデリング手法

･個々の関節特徴に応じた制御系
設計法を探求

RCactiC

Fcrce

〈言〉

学科名／制御情報システムエ学科

＃
；
②
夕
●
■

の
酢

本研究では、以下の課題を解決

することにより、疾患に合わせて

動作する高機能な上肢用ＣＰＭ装
置の実現を目的としている。

名前

野尻紘聖

ＮＯ｣ｌＲｌ

Ｋｏｕｓｅｉ

学位

修士(工学）

専門分野

制御工学、

メカトロニクス

キーワード

電源のIC化

:スイッチトキヤパシタ回路

Ｅ，。

現有の電源企

ＣＰＭ（ContinuousPassiveMotion:持続的他動運動）は、外傷後或いは

手術後の関節を外部から連続的に動かして回復を促進させる整形外科におけ
る治療法である。

現有の電源は､コイルを有している

ために磁束を切るたびに電磁ノイズが
発生するため|Ｃ化できませんが､私が
研究しているスイッチトキヤパシタ
(SC)コンバータは､コイルレスでス
イッチとキヤパシタのみで電源として

動作するため､将来の電源の１つとし
て注目されています。

本研究では､実際に回路設計･シミュ
レーション､試作を行い色々な特徴を
もったＳＣ電源を研究しています。

← －０

←

名前

寺田晋也
ＴＥＲＡＤＡ

Ｓｈｉｎｙａ
学位

博士(工学）

専門分野

電子回路

＝う

グー

×磁束の発生

一｡－

毒
一

－
４
４
１
１
１
１
巨
揖
巨
屑
℃
・
寸
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
凸
Ｖ
一

仏

制
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学
科

電荷エネルギー転送方式

技術協力･相談分野：電気･電子回路全般

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433 E-MaiI：te｢ada＠kumamoto-nctacjp

学科名／制御I情報システムエ学科

ｒ

キーワード：ＣＰＭ､筋骨格モデル、

人間一機械協調系／＞

霧
ｉ
Ｉ

一
一
一
一



また周波数測定の精度に関する一つの重要な要因となるので意

義のあることである｡正弦波に正規雑音が加わった時､一定時間

正弦波に雑音が加わったとき､一定時間のゼロクロス点数が

(ＣＣＭＬ）

いかに変化するかについて調べることは興味深いことであり、

､

学科名／人間情報システムエ学科

学科名／人間情報システムエ学科

ガウス雑音､確率過程、キーワード：

ロス点点過程解析､ゼロク

人
間
情
報
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

ＸＭＬ

1８

いての研究を数値計算やコンピュータシミュレーションで行って

内のゼロクロス点数の期待値や分散に関しての統計的I性質につ

いる。

技術協力｡相談分野：雑音の理論解析､雑音の発生

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：san9aku＠kumamoto-nctacjp

１１

名前

神田－伸

KＡＮＤＡ

学位

Ｋａｚｕｎｏｂｕ

博士(工学）

専門分野

知識情報処理

技術協力･相談分野：社会調査､音に関する情報処理

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－ＭａｉＩ：kazunobu＠kumamoto-nctac｣ｐ

感性を伴う文化活動のデータベース化

①地域の音環境情報デザイン
②音環境と住みやすさとの関連調査
③残しておきたい熊本の音調査
④感性尺度を用いた社会調査

些蕎 旬
脂

。○

つ
。

蕊夕

ＸＭＬ

(ＣＣＭＬ）



学科名／人間情報システムエ学科・専攻科（lCT活用学習支援センター）

1９

陣

学科名／人間情報システムエ学科（地域イノベーションセンター）

学科名／人間情報システムエ学科・専攻科（lCT活用学習支援センター）

人
間
情
報
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

名前

小山善文

OＹＡＭＡ

学位

Yoshifumi

博士(工学）

専門分野

画像応用工学、

電子情報工学、

社会情報

技術協力｡相談分野：コンビユータビジヨン､電子計測､情報システム

連絡先：TELO96-242-6098E-MaiI：oyama＠kumamoto-nctacjp

ロービジヨン支援の環境確認システム(View-aid）

1)小里 岨隊

ﾜｲﾔﾚｽ

CMOSｶﾒﾗ

(1R･MIMD

(2)目鯛
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)妹
(TyFe．U）
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削常
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耐恵Ⅶ＝河豚

ＯＳＭ恥弱ft漁命１V＄

ＣｇＵｌ１蝿GWz

120Ｘ

ⅡISC

Il2Cih

lx2ｲ【mml

.｡【

<リｯﾄ

ﾏｲｸﾛ意

50Ｘ４０

サイズ

甘目

三脚 １２GHz？ ﾏｲｸﾛ笈

ﾂﾃｶﾃ

5画ＸCCD

Ox20齢､）
畷 蝿

畷
嵐?壁五種目

認識処理

瀞
詠

名前

三好正純

ＭｌＹＯＳＨｌ

学位

Ｍａｓａｚｕｍｉ

博士(工学）

専門分野

信号処理工学、

感性情報工学

技術協力｡相談分野：文字メディア創作の工学的支援技術､身障者の生活快適化

連絡先：TELO96-242-6078E-MaiI：miyoshi＠kumamoto-nctacjp

【これまでの成果例】

①視覚の誘導場理論を用いた感性にもとづく文字配置の設計；
文字間の空間部をポテンシャル場で表すことで､人が文字配置を
見たときのバランス感覚とポテンシャルとの間に一定の関係があ
ることを見出した｡表札や見出しなどでバランスよい文字配置のデ
ザイン支援に応用できる。

②和文文字列の読み易い文字組み設計；

漢字かな混じり文と分かち書きについて､文字組みと読み易さと

の関係を明らかにし､読み易い文字組み設計の定量的指標を示し

た｡応用として看板やポスターなどで読みやすい文字組みの自動化
が可能となる。

【これからの取り組み･興味】

人の感I性や生活の質向上に関わる技術､身障者の支援技術



学科名／人間情報システムエ学科

図０

学科名／人間情報システムエ学科（ｌＣＴ活用学習支援センター）

学科名／人間情報システムエ学科

人
間
情
報
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テ
ム
エ
学
科

名前

小松一男

ＫＯＭＡＴＳＵ

学位

Kazuo

博士(工学）

専門分野

現代システム制御

理論

信号処理

技術協力｡相談分野：（非線形)制御系の設計

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－Ｍａｉｌ：kaz＠kumamoto-nct．aｃＪｐ

方法:座標変換を利用した非線形システムの線形化

且
利点:既存の線形理論が簡単に適用可能になり、

非線形システムの制御や推定が容易

且
研究技術が解決できる問題：

従来の線形近似システムでは困難な制御問題や
推定問題が解決可能

技術協力｡相談分野：数値計算､デイジタル信号処理

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：jun＠kumamoto-nctac､jｐ

高階テンソル積展開による多次元データの低次元化

鰯 回Ｉ区 □
□

②

図
画
回
回
国

②

□
□
□

･多次元データを１次元の積で展開します。

･最適な低ランク近似を求めます。

画計算方法の改良とその応用を研究しています。

(応用例）

画像処理､データベース､パターン認識など

早
一
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学科名／人間情報システムエ学科。専攻科

学科名／人間情報システムエ学科

２１

名前

清田公保

ＫｌＹＯＴＡ

学位
Kimiyasu

博士(工学）

専門分野

ヒユーマンイン夕

フエースエ学、

福祉工学

技術協力･相談分野：福祉支援機器の開発､電子工作､画像処理､ソフト開発

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：kkiyota＠kumamoto-nctacjp

Ⅲ漁志蕊=ifL窒三i璽
｢感性技術､ヒューマンインタフェース技術による人に優しさ.
快適性を与える技術｣の実現を目指すため､感覚代行技術や感性
情報を積極的に取り入れた感

覚障害者のコンピュータ利用
を促進するマルチモーダルイ

ンタフエースの研究や､高齢者

やパソコン初心者が､容易に

コンピュータにアクセスする

ための感性情報化技術の研究

に取り組んでいます。

中途視覚障害者のための文書作成システム

＃
．

名前

孫寧平

ＳＵＮ

学位

Ｎｉｎｇｐｉｎｇ

博士(学術）

専門分野

コンピュータサイ

エンス､３ＤＣＧ

技術協力｡相談分野：システムの設計と解析､３ＤＣＧ応用システムの設計と解析

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433Ｅ=Mail：snin9pin9＠kumamoto-nctacjp

圭緬厩亜聖堂竺塑」
☆センサをもつ３ＤＣＧシステムの開発
傾きや方位､加速度を測定する磁気センサ､デジタルカメラ(ビデオカメ
ラ)などを入力装置とする３次元ＣＧシステムの設計と開発をしている。

☆アニメエンジンの開発
現在､アニメの作成には大変な労力
を必要とする｡アニメエンジンはそ
れをできるだけ軽減すること､アニ

メの製作を自動で行うことを目標と
して開発しているＣＧシステムで

ある。

☆ユビキタス防災ネットワークにおける進路誘導システムの開発
３ＤＣＧや画像(映像)処理技術をユビキタス防災ネットワークへ応用し、
より迅速､より精度の高い防災ナビシステムを開発している。
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学科名／人間!情報システムエ学科
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学科名／人間!情報システムエ学科
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学科名／人間情報システムエ学科

名前

縄田俊則

ＮＡＷＡＴＡ

学位

Ｔｏｓｈｉｎｏｒｉ

博士(工学）

専門分野

数理1情報工学、

制御工学

技術協力･相談分野：数理情報工学､制御工学

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：nawata＠kumamoto-nctacjp

厩悪鳥撫避三全二一
遺伝的アルゴリズムの応用

(拡大次元自動抽出制御則設計に利用）

･領域区分線形化による領域バリ
別線形制御則設計

→単一化

･区分分割点､線形化展開点

等のパラメータ

→遺伝的アルゴリズム

により最適化 ０急 オノ jQiI，無

OExPansiDI1：
：

lpoiI1l：

：｜ ●

名前

島川学

SＨｌＭＡＫＡＷＡ

学位

Ｍａｎａｂｕ

博士(工学）

専門分野

システムエ学、

ｿﾌﾄｺﾝｭー ﾃｨﾝグ、

ファジィ理論

技術協力･相談分野：ソフトコンピユーテイング全般

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－Ｍａｉｉ：shimakawa@kumamoto-nctacjp

ソフトコンピューティング手法を用いて､暖昧さを許容した
システムモデリングを行う

Ｘ

て

システム

二迷妄劃
(応用例）上水道システムの需要量予測ファジイモデル

活水汚泥処理プロセスのＢＯＤファジィモデル

？
■

予測モデル



人
間
情
報
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

学科名／人間情報システムエ学科

２３

技術協力･相談分野：高齢者や陣＝者の支援のための工学技術の応用

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-MaiI：kkoshi＠kumamoto-nct,acjp

学科名／人間情報システムエ学科

勘

ヒューマン情報技術研究では、

生活環境快適化､映像音響利用、

高齢者"障害者支援､デザイン．

アート支援技術などの人間工学、

感性Ｉ情報工学､福祉工学などに

閏する技術開発を対象としてい
ます。

名前

合志和洋

ＫＯＳＨｌ

Ｋａｚｕｈｉｒｏ

学位

博士(工学）

専門分野

福祉工学、

感性I情報工学

■

■、

ｅ

Ｆ

少
｛
旬

℃

０
０
日

●
●
ら

も
●
●

愚
ヒューマンＩ情報技術研究

キーワード：ヒユーマンI情報技術､感'性、

高齢者｡障害者支援／＞フー

L

名前

山本直樹

YＡＭＡＭＯＴＯ

学位

Naoki

博士(工学）

専門分野

数値計算

技術協力｡相談分野：テンソル積展開の数値計算に関する相談

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－ＭａｉＩ：naoki＠kumamoto-nctacjp

幸ニラ元鵠次元ﾃﾆ三雲坐三一
◎ｎ次元配列(n階テンソル)について

n重のインデックスを持つ多次元情報が格納でき

るため､工学｡物理学など幅広い分野で活用。

◎３階テンソル積展開(3-DTPE)とその応用

３次元配列Ａを､式（１）のように展開して得られ

るベクトルu,v,ｗの特徴を用いて､配列Ａに格納

される様々な３次元データの分析が行える。

４＝ＺＺＺ
ｉｊｋ
αijk(IIioVjoWk）（１）



ます。
多次元外積展開､３階テンソル積展開､ＨＯＳＶＤ

☆画像処理
☆信号処理
☆パターン認識

など

学科名／人間情報システムエ学科学科名／人間情報システムエ学科

プ
ム
エ
学
科

学科名／人間1情報システムエ学科人
間
情
報
シ
ス
ー

多次元データを１次元ベクトルの 応用可能な分野

組み合わせで展開し､低ランクで

近似する手法について研究してい

2４

名前

大隈千春
ＯＫＵＭＡ

学位

Ｃｈｉｈａｒｕ

学士(工学）

専門分野

数値計算、

ディジタル信号処理

技術協力｡相談分野：数値計算､ディジタル信号処理

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-Mai1：chiha｢u＠kumamoto-nctacjp

喜雲醜多次元尋二室竺壁」
多次元データの低次元

I，ロ
１２

■

分解
lＩｕ

ｖ＝・・・＋

Ｗ

＋・・・

多次元データを１次元ベクトルの

組み合わせで展開し､低ランクで

近似する手法について研究してい

ます。
多次元外積展開、3階テンソル積展開､ＨＯＳＶＤ

|●。

画庫晦噛6画陣

珂面鱒鱗画瞬

応用可能な分野

☆画像処
☆信号処
☆パター
処
認

理
理
ン 識
など

名前

藤井塵

ＦＵ｣Ⅱ

学位
Kei

修士(工学）

専門分野

音声合成、

音声信号処理

技術協力･相談分野：音声関係全般､組み合わせ最適化

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：fujii＠kumamoto-nctac・jｐ

書=難波形接織雪宣雪雲ﾌー
波形接続型音声合成の改良とその応用に関する研究

大量の短時間音声波形か

ら､最適な波形列を探索し

てつなぎ合わせて､人間ら

しい自然な声の音声合成

を行います。

[応用例］

‐話者変換システム

＃／a／／､／／t／＃

ＵＵＵＵＵ

‐福祉的用途(喉頭ガン患者向け音声合成など）



学科名／共通教育科（地域イノベーションセンター）

学科名／共通教育科

2Z５

共
通
教
育
科

名前

八田茂樹
ＨＡＴＴＡ

学位

Shigeki

修士(国際学）

専門分野

人文地理学

技術協力･相談分野：

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：san9aku＠kumamoto-nctac､jｐ

キーワード：街道研究､宿場町

＝ ＝一

主たる研究テーマは「近世街道の歴史地理学研究」で

あり、主として中国路（山陽道）を五街道や他の主要脇
街道と比較して、その特性ならびに藩や国による共通点
や相違点を明らかにしたいと考えてきた。研究の主たる
フィールドは中国路であるが、比較のために東海道や長
崎街道や豊後街道も調査している。

現地調査の仕方や調査のまとめ方・調査報告の書き方
や地図の読図などのアドバイスが可能かと考えている。

名前

遠山徹

TＯＨＹＡＭＡ

学位

Tohru

修士(理学）

専門分野

数学教育

技術協力・相談分野：ＴｅXを使った教材作成､教材のWEB配信

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：tohyama@kumamoto-nctacjp

キーワード：数学教育教材の開発､WEB配信

一＝＝一

問題解決能力や創造力･思考力を育成す

るための数学教育教材の開発。

自学自習を支援するための教材開発と

そのＷＥＢ配信。



話さなければ(義務感)→伝えたい(熱意）

あら探しの敵→聞いてくれる味方

陽M５

後良し言葉･語尾卿テンポと間･体の動かし方･結論
から先･ショーアンドテル･資料作り･事前の準備など

雪隠素意瀞をなくして人前で話そう

共
通
教
育
科

学科名／共通教育科

学科名／共通教育科（ＰＢＬ・総合教育センター）

名前

草野美智子

ＫＵＳＡＮＯ

学位

Michiko

修士(教育学）

専門分野

日本語文学、

コミュニケー

シヨン論

技術協力･相談分野：話し方

連絡先：TELO96-242-6022E-MaiI：kusano＠kumamoto-nctacjp

キーワード：スピーチ、コミュニケーション

＝＝一

↓

↓

(気持ちの変化）

(聞き手への認識の変化）

(数々 のテクニック）

話さなければ(義務感)→ 伝えたい(熱意）

あら探しの敵→聞いてくれる味方

後良し言葉･語尾卿テンポと間･体の動かし方･結論
から先･ショーアンドテル･資料作り･事前の準備など

毒素意識をなくして/(前で話そう

キーワード：日本近代文学､熊本の文学、

|熊本の湧泉 歩二一

･中野重治を中心にナショナリズムとインターナ
ショナリズムとの関係を追及している。

"五高を含めた熊本の文学についても研究を進め
ている。

･熊本の湧泉については、県内1,333カ所の湧泉の
利用形態。伝承と６６０カ所の水質を調査した。

技術協力｡相談分野：熊本の文学解説､熊本の湧泉案内

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-Mail：fu｢ue＠kumamoto-nctacjp



学科名／共通教育科

2７

共
通
教
育
科

・日本の学校の組織原理の研究

日本人特有の意識から学校の組織原理を解明して、
教育の諸問題が生じる原因を研究しています。

学科名／共通教育科

技術協力･相談分野：英米文学､英語学習

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-Mail：mitsu＠kumamoto-nctacojp

キーワード：英詩､ジｮﾝ｡ミルﾄﾝ､ｲギﾘｽ.ロマン派、

英語多読,多聴活動一ジフー

｡英詩、とくに１７世紀の詩人ミルトンや
キーツ、ワーズワス、バイロンなどロマン

派詩人の詩や思想についての研究

･英語多読。多聴活動などインプットを柱
とした英語教育

名前

伊藤利明

ｌＴＯ

学位

Toshiaki

教育学修士

専門分野

教育史、

教育法制

技術協力｡相談分野：世界史､日本史

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－ＭａｉＩ：ito＠kumamoto-nctoacjp

･近代日本の農民教育史

近代の日本において、地方の人々がどのような独自
の教育観を持ち、主体的取り組みを行ったかについて
研究しています。

･日本の学校の組織原理の研究
日本人特有の意識から学校の組織原理を解明して、

教育の諸問題が生じる原因を研究しています。



学科名／共通教育科（ICT活用学習支援センター）学科名／共通教育科（ICT活用学習支援センター）

フォトダイオード等の光デバイスへの高エネルギー
電子線、陽子線照射による電気的特性の変化をＤＬＴＳ

法などを用いて調査し、放射線による違いや、デバイス
の動作領域における欠陥についての情報を得た。

層Hｇ

共
通
教
育
科

学科名／共通教育科

名前

石原秀樹
lＳＨｌＨＡＲＡ

学位

Hideki

理学修士

専門分野

群論、整数論

技術協力｡相談分野：符号理論

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-MaiI：ishiha｢a@kumamoto-nctacjp

キーワード：有限群､整数､方程式

歩フー

群上での方程式の解に関する研究

●解の個数について

●計算機を用いた個数の計算

名前

工藤友裕
ＫＵＤＯ

学位

Tｏｍｏｈｉｒｏ

博士(学術）

専門分野

半導体工学

技術協力･相談分野：薄膜の放射化計算

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433 E-MaiI：kudou＠kumamoto-nctacjp

(研究の過程で必要となる放射化計算は、
半導体デバイスなどの多層薄膜に高エネ
ルギー粒子を照射する場合の生成される

放射能を見積もるのに使われる｡）

フォトダイオード等の光デバイスへの高エネルギー

電子線、陽子線照射による電気的特性の変化をＤＬＴＳ

法などを用いて調査し、放射線による違いや、デバイス
の動作領域における欠陥についての情報を得た。



学科名／共通教育科

共
通
教
育
科

2mｇ

学科名／共通教育科

名前

永野拓也

NＡＧＡＮＯ

学位
Takuya

博士(文学）

専門分野

フランス哲学、

ベルクソン哲学

技術協力･相談分野：

連絡先：TELO96-242-6037E-MaiI：nagano＠kumamoto-nctacjp

キーワード：フランス哲学、ベルクソン哲学、

科学理論習慣､技術＝＝一

１９世紀末から２０世紀初頭にかけて活

躍したアンリ.ベルクソンの哲学を中心的

な主題とした研究｡ベルクソンが科学理論

について､また科学理論と習!慣や技術と

の関係についてどう考えるかについて研
究する。

齢１
名前

楠元実子

KＵＳＵＭＯＴＯ

学位

｣itsuko

修士(文学）

専門分野

アメリカ文学

技術協力｡相談分野：アメリカ合衆国のマイノリティ文学､アメリカ女性作家

連絡先：管理課産学連携係Ｏ96-242-6433E-MaiI：kusumoto＠kumamoto-nctacjp

キーワード：マイノリテイ文学、

ﾌｴﾐﾆズﾑ､母娘関係一二一
｢アメリカ合衆国のマイノリテイ女'性文学が扱う母娘関係」

現在アメリカ社会において「マイノリテイ」と「女性」は勢

いがある。文学界においても１９６０年代の公民権運動やマ
ルチカルチヤリズム（多文化主義）を追い風にして、アフリ

カ系、メキシコ系、力リブ系、中国系、日本系、ネイテイブ・
インディアン等のエスニック・マイノリテイのアメリカ人女性

作家たちが活躍し、彼女らの主要テーマである「私は誰なの
か」というアイデンティティの問題を母と娘の関係を中心に
分析している。研究方法は作品分析を主に行い､アイデンティ
ティ探求や女性問題という一般性、それぞれの民族の文化や
歴史を背負っている特殊性を明らかにし、文学だけではなく、
アメリカ人やアメリカ社会の理解にも役立てる。



学科名／共通教育科

学科名／共通教育科

３０

学科名／共通教育科

共
通
教
育
科

名前

中林弥生

NＡＫＡＢＡＹＡＳＨｌ

学位
Yayoi

学士(体育学）

専門分野

ハンドボール

技術協力｡相談分野：ハンドボール

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－Ｍａｉｌ：yayoi＠kumamoto-nctacjp

キーワード：ハント:ボール、

ﾄﾚｰﾆﾝグ一一＝一

（１）ハンドボールにおける戦術に関する
研究

（２）ハンドボールにおける指導法に関す
る研究

（３）地域型スポーツクラブとハンドボー
ルの関係

技術協力･相談分野：群論､多元環論､符号理論

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：ｈｏ｢i＠kumamoto-nctacojp

キーワード：有限群の表現、

符号理論 ＝ 二一

対称ｌ性を表す数学的な手段などと

しても利用される群の構造の研究を
している。特に正標数の体上での有

限群の表現の研究を進め、予想の解
明を目指している。



共
通
教
育
科

学科名／共通教育科

学科名／共通教育科

３１

瀞
竜瀞

名前

岩田大助

lＷＡＴＡ

学位

Ｄａｉｓｕｋｅ

学士(体育学）

専門分野

野球、

トレーニング

技術協力･相談分野：

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433Ｅ－ＭａｉＩ：lWATA＠kumamoto-nctacjp

本校部活動生の体力を分析し、年

間を通じ体力向上に向けてのトレー
ニングプログラムを作成し、指導す

る。また、３年生以降活動が減る部
活動生の身体的変化を分析し、体力
の維持増進を図る。

シェイクスピア劇場

名前

山崎健一

YＡＭＡＺＡＫｌ

学位

Ｋｅｎ'iｃｈｉ

博士(文学）

専門分野

エリザベス朝演劇

技術協力｡相談分野：

連絡先：TELO96-242-6038E-MaiI：yamazaki＠kumamoto-nctacjp

キーワード：イギリス､演劇

＝＝一

イギリスのエリザベス朝演劇について研
究しています。対象作家はシェイクスピア
などで、研究手法は歴史的背景や当時の劇
壇情勢を考慮に入れた作品読解です。



質を考察し、特異点として商特異点のみを持つ正規有理曲面の幾何学的構造の

解明に問題を絞って研究を行う中で、楕円曲面の特異ファイバーの分類が関係
し、有理２重点を持つ正規ゴレンスタインDelPezzo曲面の特異点とその上の

これまで、２次元正規特異点、有理曲面および楕円曲面についての一般的性

（ＰＢＬ・総合教育センター）

舌三蹴繍雲霞i壁二一
正規射影有理曲面を無限に含む３次元射影代数多様体の構造解明を視野に入

れ、主に特異点として有理型または楕円型特異点を有する正規射影有理曲面の
幾何学的構造およびそれらの変形理論の研究、非特異有理アフイン代数曲面の

有理曲面を無限個含む３次元代数多様体の構造については、例えば有理性の

問題を含め、まだ完全に解明されていない。本研究では、非特異有理曲面では
なく特異点を持つ有理曲面に着目し、特異点の局所的な性質と曲面の大域的な

性質を組み合わせることにより、３次元射影代数多様体の構造を解明しようと

解明に問題を絞って研究を行う中で、楕円曲面の特異ファイバーの分類が関係

正規射影有理曲面を無限に含む３次元射影代数多様体の構造解明を視野に入

れ、主に特異点として有理型または楕円型特異点を有する正規射影有理曲面の
幾何学的構造およびそれらの変形理論の研究、非特異有理アフイン代数曲面の

コンパクト化への応用を目的としている。

有理曲面を無限個含む３次元代数多様体の構造については、例えば有理性の

問題を含め、まだ完全に解明されていない。本研究では、非特異有理曲面では
なく特異点を持つ有理曲面に着目し、特異点の局所的な性質と曲面の大域的な
'性質を組み合わせることにより、３次元射影代数多様体の構造を解明しようと

学科名／共通教育科（ＰＢＬ・総合教育センター）

キーワード：代数多

コンパクト化、特異

学科名／共通教育科

している。

3２

共
通
教
育
科

直線の配置について研究を行っている。

技術協力･相談分野：代数学､代数幾何学

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：yamasaki@kumamoto-nctacjp

名前

松上信

ＭＡＴＳＵＧＡＭｌ

学位

Ｍａｓａｒｕ

博士(理学）

専門分野

溶液化学、

物理化学

技術協力｡相談分野：混合溶液の構造､物性

連絡先：管理課産学連携係096-242-6433E-MaiI：matsu9ami@|<umamoto-nctacjp

RlSM（ReferencelnteractionSiteModel）理
論を用いて、分子性液体の混合溶液の構造と物性に

閏する研究を行っています。

最近は、混合溶液中の溶質の溶媒和自由工ネル

ギー計算から相分離メカニズムを研究しています。
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3８

学科名／共通教育科

名前

松尾かな子

ＭＡＴＳＵＯ

学位

Kanako

修士(文学）

専門分野

ユージーン.

オニール研究、

アメリカ演劇

技術協力･相談分野：ユージーン･オニール研究

連絡先：TELO96-242-6029Ｅ－ＭａｉＩ：kanakom＠kumamoto-nctac・jｐ

キーワード：ユージーン｡オニール作品の

精神分析学的研究一一＝一

アメリカ演劇の父と呼ばれたユージーン。オニー

ルの作品を精神分析学的な立場から研究している。
オニール作品は人の内面を扱ったものが多く、人
の内面は時代を経てもさほど変化は見られない。オ

ニール作品に登場する人物の無意識の世界で繰り広

げられる、本能と超自我との葛藤を分析することに

より、実社会においても他者理解を深められると考

えている。
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学科名／機械知能システムエ学科（地域イノベーションセンター）

Rectangularpipe

名前

福田泉

FＵＫＵＤＡ

学位

lｚｕｍｉ

博士（工学）

専門分野

塑性加工、

材料力学

技術協力･相談分野：各種材料の塑性加工、材料の強度評価、電動バイク

連絡先：TELO965-53-1284E-maiI：fukuda@kumamoto-nctacjp

マグネシウム合金の塑性加工及び接合
各種マグネシウム合金に関して、（１）塑性加工の試み、（２）ショットピーニング
加工による塑性座屈強度の向上、及び（３）マグネシウム合金の溶接接合強度の向
上について調査している。
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マグネシウム合金角管の塑１件庫軸圧縮応力一クロスヘッドスト
屈に及ぼす温度の影響ローク曲線への温度の影響
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Rectangularpipe

i鱈墓皇

名前

河崎功三

KＡＷＡＳＡＫＩ

学位

Ｋｏｚｏ

博士（工学）

専門分野

熱工学、

設計

技術協力｡相談分野：機器の製作、乾燥、膨化

連絡先：TELO965-53-1286E-mail：kawasaki@kumamoto-nctacjp

|ｷーﾜード:乾燥－２饗些三雲雲呈
乾燥における膨化、膨化による殺菌

研究概要

(1)野菜の乾燥方法には熱風乾燥と、凍結
乾燥がある。凍結乾燥は品質が良いが、コス
トが高い。コストが安く品質の良い乾燥物を
得られる方法として熱風乾燥を行った野菜に
二酸化炭素による膨化を行う研究を行ってい

ます。

(2)膨化の応用分野として、化学物質を使
用せずに、二酸化炭素の膨化作用で細菌を殺

菌する方法の研究を行っています。膨化装置
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学科名／機械知能システムエ学科

名前

宮本弘之

ＭｌＹＡＭＯＴＯ

学位
Hiroyuki

工学博士

専門分野

流体工学

技術協力･相談分野：流体機械の性能および流体関連の計測法、応用技術

連絡先：TELO965-53-1271E-maiI：miy2Lhi｢o@kumamoto-nctacjp

茎玉総ﾀーボiiifi三圭至三雲主二三
ターボ機械の内部流動、流体関連機器の開発

(1)遠心ターボ機械の雲間流動計測および

CFD解析を通じて、回転羽根車内流動の

乱流を含む流れ現象と性能について研究
しています。

(2)超高精度な表面荒さと平面度の達成が見

込まれるエアー浮上式ベルト研削法のエ

アー浮上装置の開発を、実験および解析

の両面で進めています。

(3)一定水深の海流調査が可能な定水深浮遊

体の開発およびＧＰＳによる地上または船
上墓地との情報通信手法について研究し

ています。

前
浦

や
画
匿
一
三 戊

ＴＯＹＯＵＲＡ

学位

Ｓｈｉｇｅｒｕ

博士（工学）

専門分野

砥粒加工

技術協力｡相談分野：砥粒を用いた精密加工

連絡先：TELO965-53-1275E-mail：toyou｢a@kumamoto-nctoacjp

エアー浮上式精密ベルト研削装置の開発

(1)エアー浮上式精密ベルト研削に

より、高品位の仕上面を高能率に創生

しています。

(2)高品位の仕上面とは、表面粗さ

と平面度が共に小さい面のことです。

(3)電子部品のプラナリゼーシヨン

への応用を考えています。
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学科名／機械知能システムエ学科

宙
■

斗完クーゲワト

ナノレベル園刷葬

バﾙｽﾚー ザー デボ鯵ｼｺﾝ
（ｐＬＤ》

３６

名前

小田明範

ＯＤＡ

学位

Ａｋｉｎｏｒｉ

博士（工学）

専門分野

原子力工学、

制御工学

技術協力｡相談分野：原子力安全教育、霧箱を用いた実験

連絡先：TELO965-53-1289E-maiI：odaki＠kumamoto-nct・acjp

放射線。原子力教育、産業用ロボットの制御
･放射線計測システムを用いた実験

･霧箱の製作とこれを用いた放射線の飛跡の観察

･産業用多軸ロボットのプログラム制御

･レーザー核融合炉開発のための数値シミュレーション法による皇
礎的研究

霧箱による放射線の飛跡産業用ロボットの操作

名前

木場信一郎

KＯＢＡ

学位

Shinichiro

博士（工学）

専門分野

超伝導工学、

電子物性、

低温物理

技術協力｡相談分野：超伝導、薄膜成長、薄膜物性分析、低温計測

連絡先：TELO965-53-1308E-maiI：koba＠kumamoto-nctacjp

(高温超伝導薄膜の物性とナノ構造デバイス応用）
1）高温超伝導体の作製、計測評価、薄膜作製装置開発といった実験研究を
行っています。

2）超伝導体や銅酸化物などの薄膜化の実験研究と、２層の超伝導薄膜で挟

まれたこれとは別の特性を持つ酸化物等の作製・特性の評価と応用について

研究しています◎

3）上記１～２の成果を墓に、レーザーを薄膜作製に活用した装置による分
子層制御されたナノ構造を持つ薄膜の作製と、その物性に関する研究へ展開
しています。

”
副

》
６
凸
悲
０
Ｊ
▲

O抄０－－
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学科名／機械知能システムエ学科

学科名／機械知能システムエ学科

：辛声封

画畷

名前

白井雄二

ＳＨｌＲＡｌ

学位

Yuji

工学修士

専門分野

電子回路、

電子工学

技術協力｡相談分野：電子回路、電子工学、ファジィ論理、ファジィ制御等

連絡先：TELO965-53-1302E-maiI：ｓｉ｢ai＠kumamoto-nctac､jｐ

ファジィ状態メモリを用いた制御の研究

ファジィ論理を応用したファジィ状態メモリという状

態を提案して、制御に応用する研究をしています。

また、電子回路一般についても幅広い知識や材料等を

持っています。

問題があった場合の対応について助言できることがあ
るかもしれませんので、気楽に声をかけてください。

名前

橋本俊裕

ＨＡＳＨｌＭＯＴＯ

学位

Toshihiro

エ学博士

専門分野

電磁波工学

技術協力｡相談分野：電波伝搬、環境電磁波に関わる分野

連絡先：TELO965-53-1306E-mail：hasimoto@kumamoto-nct,acjp

シース波の伝搬

(1)電磁波の伝播特性、特に電離層に代表される

巽方'性媒質中での伝播特性を理論的に研究していま

す０

(2)アンテナのうち開口アンテナの放射特性を研

究しています。ただし、実用的なものでなく、アン

テナ理論の立場での墓本的な形状のものだけです。

(3)卒業研究で静電容呈の変化を利用したタッチ

センサや加速度センサの応用を研究しています。
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3８

名前

田中禎一

TＡＮＡＫＡ

学位

Teiichi

博士（工学）

専門分野

流体工学、

流体機械

技術協力｡相談分野：流体機械全般、エネルギー機器、数値流体力学（ＣＦＤ）
連絡先：ＴＥＬＯ９６５－５３－１２７４ E-maiI：t-tanaka@kumamoto-nctacjp

極低温流体圧送用ポンプのキヤビテーション性能
(1)地球環境にやさしい次世代のエネルギー源として注目されている
液体水素のような極低温流体を圧送するポンプの特性を調べる研究をし
ています。

(2)極低温流体として液体窒素を使ったポンプの諸特性を調べる実験
を行うとともに、
キャビテーション

最新のコマーシャルＣＦＤソフトを用いてポンプ内
流れ場の解析も行っています。

竃
β

液体窒素圧送用ポンプシステムポンプ内キヤビテーション流れのＣＦＤ

名前

古嶋薫

FＵＲＵＳＨＩＭＡ

学位

Kaoru

博士（工学）

専門分野

熱工学

技術協力｡相談分野：太陽光発電システムの有効利用などについて

連絡先：TELO965-53-1287E-mail：fu｢usima@kumamoto-nctacjp

太陽光発電システムの効率的な運転方法の研究

鐸鋳
太陽光発電システム

新エネルギーの一つである太陽エ
ネルギーの有効利用を行うために、

現在は太陽電池の背面に低コスト

の冷却装置を取り付けることによ

り、太陽電池パネル裏面の温度を
下げて発電室を増加させると共に、

冷却装置からの温排水を利用する

太陽光・熱ハイブリッド型発電シ

ステムの開発を行っています。
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名前

毛利存

ＭＯＲＩ

学位

Ｚｏｎ

博士（工学）

専門分野

電気工学、

電子材料

技術協力･相談分野：各種機能材料の作製､材料の物理特性試験､電気回路に閏すること

連絡先：TELO965-53-1280E-maii：ｍｏ｢i＠kumamoto-nct・acjp

①磁性体を用いたノイズフィルタの作製
強磁性合金材料を合成し、磁性体の損失を利用したサージやノイズを
低減する素子の開発と評価を行っています。

②超伝導材料の合成

超伝導材料を真空蒸着や焼結法にて作製し、分析評価しています。

真空蒸着

装置(左）

焼成用電
気炉(右）

■

厚q

ｌｉｌ

名前

田中裕一

TＡＮＡＫＡ

学位

Ｙｕｉｃｈｉ

博士（工学）

専門分野

破壊力学、

弾塑性力学

技術協力｡相談分野：３Ｄ-CAD／ＣＡＥ／ＣＡＭ関連分野、材料、破壊等

連絡先：TELO965-53-1277E-maiI：y-tanaka@kumamoto-nctacjp

ＳＤ－ＣＡＤ/CAE/ＣＡＭ関連、破壊等

卓上射出成形装置の設計製作、鋳造法案ＣＡＥやマ

グネシウム等の軽合金の変形“破壊挙動解析を行っ

ています。

鋳造方案解析
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学科名／機械知能システムエ学科（ICT活用学習支援センター）

1１

､観‘西口且’竃‘‘

賭
天と－画

４０

技術協力｡相談分野：衝撃波を利用した加工、塑性加工、数値解析

連絡先：TELO965-53-1276E-mail：eyama@kumamoto-nct､acjp

衝撃波を利用した金属加工および打ち抜き・破砕加工

(1)衝撃波を利用した金属加工およびリサイクルエ学に関する研究を行って
います。

(2)金属板の打ち抜き加工を研究しています。

(3)数値シミュレーションシステムを利用して、様々な構造解析や流体と橋
造体の連成問題などの解析を行っています。

TｉｍｅＴｌｍｅ

01鱈301幅ｋ,_一Ｊ

，夕
511ｓ 3511ｓ

Ｌノ４０‘！ｓｌＯＩ８ｓ

打ち抜き加工衝撃波を利用した金属成形

一

守守■｡▼▼■伊一｡▼●勺ワ●p弓wＦＰ■甲●｡｡可■~■＝ｑ●

名前

村山浩一
ＭＵＲＡＹＡＭＡ

学位

Kｏｉｃｈｉ

博士（工学）

専門分野

パルスパワーエ学

技術協力"相談分野：高電圧・大電流を利用したアプリケーション関連

連絡先：ＴＥＬＯ９６５－５３－１２８３ E-maiI：ｍｕ｢ayamal<Oichi@|<umamoto-nctacjp

ワイヤー放電によるコンクリート破砕の亀裂制御

金属ワイヤーの細線に大電流を流すことでプラズマ化し、その
際の体積膨張により衝撃波を発生させてコンクリートなどを破
砕する際の、破砕の細かさや亀裂方向を制御する技術について
研究をしています。

Ⅲ鐘ざ
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学科名／機械知能システムエ学科
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面一〃IEb

ｌ＃

４１

仏

凸

技術協力｡相談分野：熱計測、熱流体シミユレーシヨン、エネルギーの有効利用

連絡先：TELO965-53-1278E-maiI：yamashita@kumamoto-nctacjp

環境保全に貢献する技術開発と熱計測・解析

(1)熱物性の強い温度依存性により萱。
ダｲｵｷｼﾝなど特定物質の抽出に優箸“
れる超臨界流体の熱交換器設計に関わミ細
る研究をしています。重

き2０

(2)キヤビテーション噴流を用いて
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１

７
。
一
ｘ
気

２００ ３ＤＯ４００

１.ｃｍｐｃｍＩＩｍ：dcg･〔。

500

有機溶剤を使わずに金属表面を洗浄す超臨界圧水の熱物性

る方法を研究しています。‐キャビテーシヨン噴流の

(3)超音波を用い体内の温度分布な
どを非接触で測定する方法を研究して
います。
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露
鏡鱗
名前

湯治準一郎
ＹＵ｣ｌ

Ｊｕｎｉｃｈｉｒｏ

学位

博士（工学）

専門分野

計測センサエ学、

自動計測

技術協力｡相談分野：パソコンを用いた自働計測制御システム、センサの多機能化

連絡先：TELO965-53-1312E-maiI：yuji＠kumamoto-nct､acjp

塵星壱蛎皮‘雪三雲饗」
皮層感覚模倣型触覚センサ
力が加わると抵抗が変化する「感圧導電I性ゴム｣、振動や温度変化に
反応して電圧を発生する「PVDＦフイルム｣、温度を検出する微小な
｢サーミスタ｣、インダクタンス及び静電容量の変化を検出する「多機能
電極フイルム」などを用いて、皮層のように柔らかい多機能触覚センサ
(人工皮虐感覚）を研究しています。

PVDＦフイルム三端子電極フイルム

鱗

一
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学科名／機械知能システムエ学科

鐸議
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科
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学科名／機械知能システムエ学科
I

一一二三

ｌ

雲
室

擬光郁／
義鐘謹義

二一 ー

学科名／機械知能システムエ学科（ＰＢＬ・総合教育センター）

＝三＝

＝一二_Ｚ

名前

滝康嘉

ＴＡＫＩ

学位
Yasuyoshi

修士（工学）

専門分野

機械運動学、

ロボテイクス、

工学教育

技術協力｡相談分野：ロボットのシステム･制御･メカニズム､ロボットコンテスト､科学技術教育

連絡先：TELO965-53-1285E-mai1：taki＠kumamoto-nctacjp

舌宗ご謹ま；i譲堂if堂三二三竺二」
1．リー代数に墓づく部分運動空間に着目したシリアルロボットの
冗長運動や特異姿勢の運動解析や制御手法の研究を行うととも
に、双腕マニピユレータによるテザー宇宙ロボットの無重力シ
ミユレータヘの応用を行っています。
2．機械運動学のロボット機構や健康・福祉機器への応用。
３．口ポットコンテストやロボットを活用した教育（創造性教育や
PBL(Problem/P｢ojectBasedLeaming）等)、ロボットを中心
とした自動機械のリスクアセスメント・安全教育。

７軸アームの運動空間分解制御無重力シミュレータ力学を重視したロボット実習

技術協力｡相談分野：騒音関連分野

撞縞先：TELO965-53-1305E-maiI：nisimu｢a@kumamoto-nctacjp

'毒害赫薦の極嘩竺竺竺塑重」
(1)住宅用騒音防止扉の開発：主に東南アジアの国々 を対象
とした熱帯地域における住宅用騒音防止扉の開発に関する研究。
(2)サイレンサーの理論解析および実験：自動車・バイク用
サイレンサーの騒音低減効果を向上するための理論解析及び実
験に関する研究。

|;雲
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従来の扉住宅用騒音防止扉（案）
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細分割・再解析

学科名／建築社会デザインエ学科（ＰＢＬ・総合教育センター）

その特!性を生かす

計測制

御系へ
の応用

学科名／建築社会デザインエ学科

４３

建
築
社
会
デ
ザ
イ
ン
エ
学
科

⑧系が規則的ならば ●系が不規則・応力急変

必要な部分のみ

擬似乱数系列の発
生ｱﾙォﾘｽ゙ ﾑの研究

用途に応じた擬似乱
数系列の設計

情報通

信系へ

の応用

鰻
名前

森内勉

Ｍｏｒｉｕｃｈｉ

学位

Tsutomu

エ学博士

専門分野

計測制御工学、

情報通信工学

技術協力"相談分野：擬似雑音系列を用いた計測制御系及び情報通信系の上記分野

連絡先：TELO965-53-1310E-maiI：ｍｏ｢iuchi@kumamoto-nctacjp

擬似不規則系列の発生とその計測制御系および
情報通信系への応用

右のような研究プロセスで、擬似雑音系列あ
るいは系列群を用途に応じて設計し、以下の
ような計測制御系および情報通信系の分野に

応用する。

●計測制御系：鋼板の移動速度測定、超音波

流量測定、論理回路故障診断、｜Ｃメモリ故
障診断、２次元位置決めシステム、線形系及
び非線形系の同定（パラーメータ推定）
●情報通信系：スペクトル拡散ＣＤＭＡ通信
の変調符号設計、擬似乱数発生とその確率系
および暗号系への応用、暗号生成とその応用。

４

１１

』↓

擬似乱数系列の発

生ｱﾙォﾘｽ゙ ﾑの研究

計測制

御系へ
の応用

情報通

信系へ

の応用

名前

内山義博

ＵＣＨｌＹＡＭＡ

学位

Yoshihiro

博士（工学）

専門分野

建築構造解析

技術協力"相談分野：建築・土木構造物の構造解析関連

連絡先：TELO965-53-1343IE-maiI：Yos-uchi@kumamoto-nctacjp

キーワード：構造解析、ズーム法、

＝＝一|相似メッシュ

コンピユータによる構造物の解析

(1)コンピュータを用いて構造解析する際に、より効率的に解析で
きる手法・プログラムの開発を行う研究をしています。
(2)１００万元連立方程式となるような問題をパソコンで解析し、数値
計算でその有効性を確かめる研究をしています。

(3)構造計算結果のビジユアル化について取り組んでいます。

●系が規則的ならば

その特性を生かす

↓

●系が不規則・応力急変

必要な部分のみ

細分割・再解析

↓
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IQnEa8A弾

学科名／建築社会デザインエ学科（ＰＢＬ・総合教育センター）

JPF-や畠９●

学科名／建築社会デザインエ学科（ＰＢＬ・総合教育センター）

､､●輯”、貧家なぎ４争込昼｡ｗや霊－２申主釦'0９■■■
金■■■■巳｡｡一旦●｡｡■－＝4二●-,L血一一一一一二『ー

4４

学科名／建築社会デザインエ学科

名前

大河内康正

ＯＫＯＣＨＩ

学位

Ｙａｓｕｍａｓａ

理学博士

専門分野

大気物理学、

地球流体力学、

気象学

技術協力・相談分野：大気環境評価、気象防災

連絡先：TELO965-53-1344E-mail：okochi＠kumamoto-nctacjp

大気環境解析

(1)近年の環境変化の影響に

ついて、数値シミユレーシヨン

技法を用いて解析しています。

(2)人間活動の気候に与える

影響や特に都市のヒートアイラ

ンド現象や都市気候の特徴を解析しています。

(3)台風などの災害時の気象変化について、インターネッ

ト上のI情報および衛星画像の有効な活用法の開発および実際

の気象現象の解析をしています。

●

名前

中村裕一

Ｎａｋａｍｕｒａ

学位

Ｙｕｉｃｈｉ

工学博士

専門分野

材料・爆破工学、

可視化計測

技術協力｡相談分野：コンクリート非破壊試験、爆破亀裂制御、高速度撮影技術

連絡先：TELO965-53-1334E-mai1：nakamu｢a@kumamoto-ctacjp

材料の非破壊試験恥破断面制御爆破工法

(1)超音波を使用してコンクリートなどの材料の弾

性波速度、動弾性係数算定を行う非破壊試験をしてい

ます。

(2)レーザー可視化計測、高

速度撮影技術を使用して破壊現

象の観察をしています。

(3)杭頭処理などの動的破壊

制御技術に関する研究をしてい

ます。
灘
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学科名／建築社会デザインエ学科
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学科名／建築社会デザインエ学科“専攻科

名前

藤野和徳

ＦＵ｣lＮＯ

学位

Kａｚｕｎｏｒｉ

エ学博士

専門分野

水工学

技術協力｡相談分野：水資源解析、地下水解析

連絡先：TELO965-53-1336E-maiI：fujino＠kumamoto-nctacjp

地下水の揚水三の推定、河川水と地下水の関係

(1)地下水流の解析、地下水の塩水化防止対策、混入物の除去方
法を研究しています。

(2)河川水と地下水の水質を測定し、水環境の特質や保全手法、
赤潮への影響について研究しています。
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名前

磯田節子

lＳＯＤＡ

学位

Setsuko

博士（学術）

専門分野

都市計画、

まちづくり

技術協力｡相談分野：まちづくり・ワークショップ､景観｡地区計画等､近代建築･産業遺産

連絡先：TELO965-53-1347E-mail：isodas＠kumamoto-nctac､jｐ

キーワード：まちづくり､路地､木造3階建、

歴史的町並み景観産業遣産､近代雪雲夕＝一

大築島の親方住宅の配置図（日本

セメント八代工場より収集図面）

鍵
コンピュータグラフィックスによ

る日奈久本湯の復元

(1)旧日本セメント八代工場から収集

した大量の図面をもとに、同工場

の産業遺産・社宅の研究

（２）日奈久の歴史的町並み再生に関す

る研究

(3)全国に残る木造３階建温泉旅館の

研究

(4)八代地方の近代建築に関する研究

(5)熊本駅周辺の土地利用の変化に関

する研究

(6)自転車のまちづくりに関する研究
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学科名／建築社会デザインエ学科

学科名／建築社会デザインエ学科

４６

鍔

名前

測田邦彦

FＵＣＨｌＤＡ

学位

Ｋｕｎｉｈｉｋｏ

博士（工学）

専門分野

地震工学、

土木構造

技術協力･相談分野：地震工学及び地震防災全般、構造物の耐震性関連など

連絡先：TELO965-53-1346E-maiI：fuchida@kumamoto-nctacjp

キーワード：地中構造物の耐震、

ﾗｲﾌﾗｲﾝ､液状ｲ迄〃＝一
地中構造物の地震応答特'性および耐震'性

(1)各種構造物の地震応答解析と応答特性評価

(2)表層地盤の非線形地震応答解析（有効応力（液状化）解析）

による地震時動特性の評価

(3)地中埋設管路の地震時及び液状化時応答解析・応答評価と耐

震性向上

(4)ライフラインネットワークの地震時信頼性評価及び社会性．

経済性に関する研究

(5)各種構造物等の動特性に関する振動計測

など

名前

西藤郁雄

SＡｌＴＯ

学位

lｋｕｏ

博士（工学）

専門分野

建築環境工学

技術協力｡相談分野：リモートセンシング技術、建築環境工学関連技術

連絡先：TELO965-53-1345E-mail：Saito＠kumamoto-nct・acjp

キーワード：省エネルギー、建築環境

＝＝一
(1)都市熱環境解析
人工衛星からのリモートセンシングデータ等

を利用して都市環境の研究をしています。

(2)自然エネルギーの利用に関

する研究
建物における自然エネルギーや未利用工ネル

鵜
熊本市の湿度分布

(2004年７月の午前10時の平均）

ギー利用に関する研究をしています。！。

(3)建築材料の吸放湿'性能に関§．

する研究
吸放湿性能のある建材の開発を目指した研究

をしています。
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学科名／建築社会デザインエ学科

4７

学科名／建築社会デザインエ学科

雷
糊

名前

浦野登志雄

ＵＲＡＮＯ

学位

Toshio

博士（工学）

専門分野

コンクリートエ学

建築材料・施工

技術協力｡相談分野：産業廃棄物のコンクリート系材料への応用､コンクリートの｣|Ｓ試験

連絡先：TELO965-53-1337E-maiI：ｕ｢ano＠kumamoto-nctacjp

キーワード：セメントコンクリート、ｊＩＳ試験、

＝フーエコマテリアル

(1)火力発電所から排出する石炭灰、製紙工場から排出する製紙ス
ラッジ焼却灰の他、廃ガラス、石言ボード廃材について、建設材料へ
の有効利用を目的に研究を行っています。

(2)コンクリートに関して、圧縮強度、ヤング係数、曲げ強度、骨
材試験、乾燥収縮率の測定などの各種｣|Ｓ試験を建設技術材料試験所
で実施し、ｌＳＯ１７０２５に墓づいた試験報告書の発行を行います。

コンクリートへの残りコンクリートの

西洋芝の植栽造粒固化
繊維補強コンクリートの

曲げ靭性試験

技術協力･相談分野：土質、墓礎に係わる問題

連絡先：TELO965-53-1339E-mail：iwabe＠kumamoto-nct､acjp

キーワード：斜面災害､ＣＢＲ試験、

石炭灰｡廃石言の有効活塁夕＝一
地盤に係わる災害や環境問題に取り組んでいます。

(1)地すべりや斜面崩壊の発

生機構と崩壊予測に関す
る研究を行っています。

(2)道路の支持力を評価する

CBR試験について、材料

特性と支持力比について
研究を行っています。

(3)石炭灰、廃石言ボードな
どの産業廃棄物を地盤材

料として有効活用するた
めの研究を行っています。構造線付近の地すべり防止指定区域
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学科名／建築社会デザインエ学科

堂科雲／建築社会デザインエ学科

４８

名前

入江博樹
lRlE

Hiroki

学位

博士（工学）

専門分野

I情報通信工学、

ＧＰＳ/ＧＮＳＳ

技術協力・相談分野：GPS/ＧNSS、組み込みシステム、無線通信技術関連

連絡先：ＴＥＬＯ９６５－５３－１２８２E-maiI：i｢ie＠kumamoto-nct．aｃＪｐ

GPS技術を応用した環境計測システム

(1)ワンチップマイコン（PlCやＨ８）を使って、
温度等の環境情報を取得する組み込みシステムを

研究しています。

(2)ＧＰＳ（GlobalPositioningSystem）を使って、
位置を測定する技術について研究しています。

(3)技術の応用として、ＧＰＳと無線通信装置を
使った不知火海の潮流を自動計測するためのロ

ボットブイを製作して、不知火海の環境調査に利
用しています。 ＧＰＳ搭載ロボットカー

技術協力｡相談分野：ＦＭに関する調査、景観分析、施設設計

連絡先：TELO965-53-1342E-maiI：shimo@kumamoto-nctacjp

(1)ＦＭに関する調査・研究
組織や都市等にとって保有する全てのものは資産であるとの考えの
墓、有効活用の方法や満足度について調査・研究しています。

(2)まちづくりに関する研究
ＵＤや景観、歴史的街並を活かしたまちづくりについて研究しています。

(3)設計活動
住まうことに対する住まい手の気づきを大事にした設計活動を展開
しています。

…鴎鐘墨雲》
、

|星雲



■酉一萄凸冠勾剤

学科名／建築社会デザインエ学科（地域イノベーションセンター）
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学科名／建築社会デザインエ学科
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Ｊ
１ ？
名前

岩坪要

lＷＡＴＳＵＢＯ

学位

Kａｎａｍｅ

博士（工学）

専門分野

鋼構造工学、

土木構造工学

技術協力・相談分野：橋梁の維持管理について、鋼橋の耐震設計について

連絡先：TELO965-53-1339E-maiI：iwatsubo@kumamoto-nctacjp

橋梁の維持管理にｌＴ技術を活用する研究

(1)数値解析による橋梁の地震時挙動に関する研究をしています。

(2)橋梁の維持管理にｌＴ技術を活用する研究をしています。

耐候性鋼部材の

曝露試験の結果

司信…
■鴬ロ

二J領瀞窪鐘i冨儒「
汎用有限要素解析プログラZ』ｋ

、
窓

● ③

雷
室

.｡ ０

ノｌｊｊ

名前

森山学

ＭＯＲｌＹＡＭＡ

学位

Ｍａｎａｂｕ

博士（工学）

専門分野

建築歴史・意匠、

建築設計

技術協力･相談分野：建築の歴史、建築設計、まちづくり、デザインに関すること

連絡先：TELO965-53-1338E-maii：m-mo｢iya@kumamoto-nctacjp

ｷーﾜード擢蝋萱雪雲≦皇』」デザイン

(1)建築史研究：建築家ル・コルビユジエに代表される西洋近代建築を中心

に、建築史の研究をしています。また地域に残る建築遺産の調査・研究も行い

ます。これらに関する執筆、講演などを行います。

(2)まちづくり提案・実践：地域の文化や歴史などの特性を活かしたまちづ
くりの提案・活動をします。建築の立場から、建築に固執しないで、ソフトを

含めて幅広く行います。

(3)設計：公共施設や住宅などの建築設計、ランドスケープ計画を行います。

(4)デザイン：看板、ポスター、パンフレットなどをデザインします。

I:瀞:職踊り
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学科名／建築社会デザインエ学科

産
名前

橋本淳也

ＨＡＳＨｌＭＯＴＯ

学位

｣ｕｎｙａ

博士（工学）

専門分野

交通工学

技術協力･相談分野：交通計画（公共交通）

連絡先：TELO965-53-1335E-maiI：j-hashi＠kumamoto-nctacjp

ｷーﾜード:交通計更堂雲二一
公共交通の調査。計画

(1)公共交通の現状を把握するための、各種調査の実施や既存
データ等の分析を通して、交通計画策定などに活用する研究をして

います。

(2)公共交通（バス）の運行の効率化や利用促進を目的としたシ
ステムの開発を行っています。

バスロケーションシステムバス時刻案内システム

鐙這躍雲垂渓l錨二屋ｴ蝿§＝詞､諦壷一 今I＝j箆愛り換え案内．…･辱二．…置哲,曇･…銅T司胃弓
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名前

上久保祐志

ＫＡＭｌＫＵＢＯ

学位

Yuji

博士（工学）

専門分野

海岸工学、

環境工学

技術協力｡相談分野：沿岸域防災、八代海の環境、環境活動、環境教育、防災教育

連絡先：TELO965-53-1340E-maiI：kamikubo@kumamoto-nctacjp

沿岸域における防災、八代海の水環境保全

(1)新形状の防波護岸「フレア型護

岸」の開発に関する研究

(2)八代海における潮流および水環

境に関する現地調査および数値シミュ

レーション

(3)環境問題についての環境教育や

環境保全活動、「離岸流」などによる

水難事故や「高潮」などの災害に関す

る防災教育についての研究

胃境教育（海上学習会）

鋪謝唖蝋

‘嘘



学科名／建築社会デザインエ学科
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学科名／建築社会デザインエ学科

建
築
社
会
デ
ザ
イ
ン
エ
学
科

鰯#舞蕊
名前

勝野幸司

KＡＴＳＵＮＯ

学位
Koji

博士（工学）

専門分野

建築計画、

農村計画

技術協力｡相談分野：各種施設計画、地域安全

連絡先：TELO965-53-1341E-maiI：katsuno@kumamoto-nctac､jｐ

キーーワード：建築計画・設計、地域安全’

＝＝一

建築全般の計画、調査および研究

･集合住宅、医療文教施設の計画（事前調査含む）
･建築のＰ○Ｅ調査、フアシリテイマネジメント

･住宅リフォーム、各種施設の改築等

地域の安全、防犯に関する研究

･中山間地域の減災対応に関する調査研究

技術協力｡相談分野：ＭＲ技術、データ可視化、画像処理の応用関連

連絡先：TELO965-53-1304E-maiI：iwasaki@kumamoto-nctacjp

ｷーﾜード:複合雫雲妻」画像処理

■複合現実感（MixedReality）技術に閏する研究
■データ可視化や画像処理に関する研究

(1)現実環境にＣＧを重畳表示することで、より多くの情報をユーザに提
供する複合現実感（MixedReality）技術を教育やエンターテイメント分
野に応用する研究を行っています。
(2)ＧＰＳデータといった数値データを視覚的に分かりやすく表現するデー
タ可視化（DataVisualization）や画像処理に関する研究を行っています。

蕊 ＭＲ技術による
ク

GPS衛星の可視化ベクトルデータの可視化
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学科名／生物化学システムエ学科（地域イノベーションセンター）

5$２

名前

木幡進

ＫＯＨＡＴＡ

学位

Ｓｕｓｕｍｕ

工学博士

専門錯野

応用化学

掻術濡力･相談芳野：化学（物質）分野に関する全般

連緒先：TELO965-53-1373E-maii：kohata@kumamoto-nctac・jｐ

廃棄物。未利用資源の利用

･廃棄物（リサイクルガラスなど）の再生加工と材料への利
活用法を研究しています。

･未利用資源（農林水産資源）の有効利用について研究して
います。

･酸化チタン光触媒を利用した水処理装置を研究しています。

･シクロデキストリンの応用について研究しています。

色落ちノリ
タンパク混

から抽出した水溶性
合色素

轡
丘

名前

井上勲
lＮＯＵＥ

学位

lｓａｏ

博士（工学）

専門董野

エネルギー変換工

学

捜術協力･相談分野：太陽電池や燃料電池などのクリーンエネルギーの有効利用関連

連絡髭：TELO965-53-1313E-maiI：iinoue@kumamoto-nctacjp

'礁噸，誕三フー
クリーンエネルギーの有効利用と
ＭＨＤ発電に関する応用技術

(1)太陽電池と燃料電池で四輪車を

駆動させる、クリーンエネル

ギーの有効利用に関する研究。

(2)ＭＨＤ発電機チャネルに有限要素

法を適用してチャネル内の電流

分布シミユレーシヨンの研究。

(3)各種のエネルギーの流れを解析

し、その場に最適な制御法の研

究。

豊巨壷面諏百画面

里堂芸
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学科名／生物化学システムエ学科

学科名／生物化学システムエ学科

518

害前

池田直光

lＫＥＤＡ

学位

Ｎａｏｍｉｔｓｕ

博士（工学）

専門分野

音声1情報処理

猿術協力｡相談分野：ディジタル信号処理、音声分析処理関連

運絡先：TELO965-53-1316E-maii：ikeda＠kumamoto-nct・acjp

複合パラメータと話者正規化を用いた音声認識
システム

(1)研究室には簡易型の防音室が

設置されており、音声の収録や各種

の聴取実験に利用できます。

(2)音声信号を始めとする各種の

アナログ信号をディジタルに変換し、

コンピュータで分析処理するデイジ

タル信号処理の手法を用いており、

現在、その応用として、音声認識の

研究を行っています。
簡易型防音室

Ｉ

虐少

名前

種村公平

TＡＮＥＭＵＲＡ

学位

Kｏｕｈｅｉ

博士（工学）

専門分野

生物化学工学、

発酵工学

技術協力｡相談分野：廃棄物処理､水質浄化､発酵生産､微生物反応のエンジニアリング

連絡先：ＴＥＬＯ９６５－５３－１３８１E-maiI：tanemu｢a@kumamoto-nctac．ｊｐ

微生物反応プロセスの効率的利用法
(1)各種の廃棄物

処理や硝化．

（焼酎粕、食品廃液、

脱窒など微生物による

各種スラツジ）のメタン発酵

廃水処理を研究しています。

(2)魚貝類の育つ水環境と水質浄化法を研究しています。

(3)米糠などを微生物を利用して調味料や米酢の製法、柑橘果皮など

の未利用資源を食品素材とする方法を研究しています。

メタン発酵試験海水浄化試験
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学科名／生物化学システムエ学科
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名前

墨利久

ＳＵＭ’

学位

Toshihisa

博士（農学）

専門分野

複合糖質化学

技術協力･相談分野：糖質、脂質、タンパク質

連絡先：TELO965-53-1376E-maiI：ｓｕｍｉ＠kumamoto-nct・acjp

生物に含まれる有用成分の構造および有効利用

生物に含まれる糖質、脂質、タンパク質およびその他の生理活性物質の精製、

化学分析、構造解析、さらにそれらの有効利用に関する研究を行っています。

水産生物の脂質画分精製された
複合脂質

蓬
名前

弓原多代

YＵＭｌＨＡＲＡ

学位
Kazuyo

博士（工学）

専門分野

応用微生物学、

微生物遺伝学

技術協力｡相談分野：微生物、廃棄物からのバイオエタノール生産、抗菌性

連絡先：総務課企画調整係0965-53-1３９０Ｅ－ｍ重ii：yumiha｢a@kumamoto-nctacjp

微生物の様々な機能を利用する
(1)化学物質を分解する新しい微生物を単離し、その微生物の特徴や工業的

に利用できないかなどを検討しています。

(2)規格外あるいは廃棄用トマト、サラダたまねぎ等からバイオエタノール

が生産できないか検討しています。

(3)はちみつの抗菌作用について研究しています。

(4)球磨地方特産物の｢豆腐の味噌付け｣の付加価値について研究しています。

TPA分解菌のシステム廃棄トマトの山豆腐の味噌付け

JAkk，蝿鷺
蝋ｗ露涛憩撫

TERDOS(terephtj副atedioxyEonaseO
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学科名／生物化学システムエ学科

学科名／生物化学システムエ学科（ICT活用学習支援センター） 生
物
化
学
シ
ス
テ

蓬
名前

村田美友紀

ＭＵＲＡＴＡ

学位
Miyuki

博士（工学）

専門分野

'情報工学、

データベース

技術協力"相談分野：データベースに関する分野

連絡先：TELO965-53-1301E-mail：m-mu『ata@kumamoto-nctacjp

(研究タイトル等）

(1)蓄積されたデータを解析し、そこから得られた知

識を応用するための研究をしています。

(2)制約の重要度を考慮したスケジューリング問題に

関する研究をしています。

一
鍔 データ解析画像

鐘
名前

浜逼裕子

HＡＭＡＢＥ

学位

Yuko

修士（工学）

専門分野

分析化学、

物理化学

技術協力｡相談分野：各種化学分析、未利用農水産物の有効利用、粉末化など

連絡先：総務課企画調整係0965-53-1390E-maiI：hamabe@kumamoto-nctacjp

室二言惑請惟哩竺雲
1.高機能性吸着剤の開発
高選択I性イオン交換体、シクロデキストリンポリマーの合成および評価を行っ
ています。

２未利用農水産物の有効利用
未利用農水産物等の有効利用について研
究しています。

これまでに、「未成熟トマト色素の加工

時の安定化とその利用技術｣、「馬由来成

分の粉末化と健康食品への応用｣、「八代

特産柑橘類の成分分析と粉末香料の調
製」について取り組んできました。
蟻
図１．スプレードライ装置（左）と
晩白柚粉末香料（右）

－－

ゆ
一



学科名／生物化学システムエ学科

副３

学科名／生物化学システムエ学科
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学
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科

学科名／生物化学システムエ学科

悪
名前

元木純也

ＭＯＴＯＫｌ

学位
｣ｕｎｙａ

博士（理学）

専門分野

発生生物学、

細胞生物学

技術協力･相談分野：生物学関連分野

連絡先：TELO965-53-1380E-maiI：junya@kumamoto-nctacjp

両生類歴を用いた体軸形成機構の研究
発生生物学とは？

１つの細胞からできた受精卵が、細胞分裂を繰り返して、細胞の数を増や
し、からだかたちを作って行く過程を『発生』といいます。

発生生物学では、様々な生き物の卵や旺を材料として、色々な組織がつく
られるメカニズムやその時に働く遺伝子の機能を調べて、最終的に体全体が
どのような機構でつくられるかが研究されています。

＜テーマ＞

(1)イモリの体づくりに関係している重要な

遺伝子をクローニングし、発現時期や発現パ
ターンを調べています。

(2)受精卵で起きる細胞質の移動による体軸

形成を細胞生物学的に研究しています。

星扉■
藍説

▼ー雲南’
イモリの尾芽歴

技術協力"相談分野：吸着プロセス等による気体の分離・精製、プロセス開発

連絡先：TELO965-53-1375E-maiI：wakasugi@kumamoto-nctacjp

吸着プロセスを利用した気体の分離・精製

(1)吸着を利用した気体の分離・精製プロセスの開発を行なっています。

特に、圧力スイング吸着プロセスを用いた汎用ＶＯＣ回収装置として

DualRefluxPSAプロセスの研究を行なっています。

(2)気体の分離・精製における各種プロセ

スにおいてエネルギー効率を検討し、省エネ

ルギー。省スペースを実現する装置のマイク

口化を目指します。
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学科名／生物化学システムエ学科
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名前

吉永圭介

YＯＳＨｌＮＡＧＡ

学位

Keisuke

博士（工学）

専門分野

免疫学、

抗体工学

技術協力"相談分野：抗体の工学的応用技術、遺伝子工学関連技術

連絡先：TELO965-53-1378E-maiI：yoshina9a@kumamoto-nctacjp

(1)新しいタイプの抗体ライブラリの設計。構築と、抗体分子を物質の
検出や分離・精製に応用する方法を研究しています。

(2)初期免疫を活性化する物質によるシグナル伝達を解析しています。

(3)抗体の多様化、免疫系の成熟に重要な遺伝子群の解析をしています。

|ｇＧ抗体の立体構造

抗原結合部位の構造

１２３

一ＬＰＳＬＰＳ

Phosho

JＮＫ

ＧＡＰＤＨ

シグナル伝達の解析
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学科名／共通教育科

学科名／共通教育科

名前

久保田智

ＫＵＢＯＴＡ

学位

Satoshi

工学修士

専門分野

地盤工学、

数学教育

技術協力･相談分野：地盤工学関係

連絡先：総務課企画調整係0965-53-1３９０E-maii：so-kenkyo@|<umamoto-nctacjp

○八代平野の半分を占める干拓地について、その

形成時期と振動特性の相関を調べています。

○八代平野の地盤振動

に関わるマップ等を

作成しています。

八代平野の卓越周波数

断
！

名前

小原康博

ＯＨＡＲＡ

学位

Yasuhiro

博士（数理学）

専門分野

偏微分方程式

技術協力"相談分野：数学教育

連絡先：TELO965-53-1250E-maiI：oha｢a@kumamoto-nctacjp

非線形退化型放物型偏微分方程式の研究

主として、取り扱っている微分方程式は下に示すように

p-Laplace型などの非線形退化型の放物型偏微分方程
式で、その解の平滑化効果、減衰評価、勾配評価などに
ついて、研究しています。

"‘‐‘i,(|v〃|'▽〃)十八",ｖ〃)＝０，

〃'一ｄｉｖ

／
ｆ
１
１
迅

▽〃
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、
ノ
＋／（〃，▽〃）＝０，

剛,‐△(|"|'〃)＋／(",ｖ〃)＝０



醤

学科名／共通教育科（地域イノベーションセンター）

学科名／共通教育科

愚
１ＪＬＰ
宅D

J弗｡＜ｆ
＝●
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共
通
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育
科

瀞
鍵

ｌ
珊
鋤

名前

五十川読

lＳＯＧＡＷＡ

学位

Ｓａｔｏｒｕ

理学修士

専門分野

可換代数

捜術協力｡相談分野：一般教養（数学）に関する分野

連絡先：TELO965-53-1249E-maiI：isogawa@kumamoto-nct,acjp

(1)研究の対象は可換代数（可換環）ですが、その代表例は多項式

環です。

(2)可換代数を研究する際は、その表現である加群を扱います。そ

のなかでも、扱いやすい'性質を持った加群としてCohen-Macoulay
加群があります。

(3)加群の性質を調べる際には、

局所化して調べると有効な場合が

あります。局所化すると、局所環

は幾何学的な対象の特異点での座

標環と思うことができ、局所コホ

モロジー等を用いて加群のI性質を

調べることができます。
代表的な可換代数のテキスト

名前

開豊

ＨｌＲＡＫｌ

学位

Yutaka

博士（工学）

専門分野

コンピュータ応用

計測工学

技術協力･相談分野：コンピユータ応用計測およびシーケンス制御などの機械制御関連

連絡先：TELO965-53-1279E-maiI：ｈｉ｢aki＠kumamoto-nct・acjp

圭二二二鮒ビ雲雪雲竺塁Ｊ
コンピュータを利用した計測・制御システム
(1)精密加工に用いられる研削砥石の作業面を、ＣＣＤカメラを利用し
て計測し、コンピュータ画像処理の手法を用いて、自動的に状態の良否

を判定するシステムを研究しています。

(2)コンピュータから、サーボモータやシーケンサなどの周辺デバイ

スを、用途に合わせて柔軟に適応。制御するシステムの構築についても

研究しています。

砥石作業

面画像

亡〉
切れ刃の

自動抽出
鋒

ゼジ

窺
い胃
■ぐ■a
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学科名／共通教育科

学科名／共通教育科（ICT活用学習支援センター）

副０

名前

上土井幸三

｣ＯＤＯｌ

学位

Kｏｋｉ

学術博士

専門分野

高分子化学、

有機金属

技術協力｡相談分野：化学一般、高分子ケル

連絡先：TELO965-53-1246E-mail：jyodoi＠kumamoto-nct・acjp

高分子ゲルアクチュエータ、導電Ｉ性高分子アクチュ

工一夕の特性研究

(1)医療や工業など幅広い分野での

応用が期待される、高分子ゲル

アクチュエータの作成と特性の

研究をしています。

(2)導電I性高分子を使った人工筋肉

の研究を行っています。人間の

筋肉を上回るような優れた特性

を有する導電性高分子の開発を

目指しています。
アクチュエータの解析装置

名前

米沢徹也

YＯＮＥＺＡＷＡ

学位
Tetsuya

専門分野

画像処理

技術協力．相談分野：画像処理関係

連絡先：TELO965-53-1303E-maiI：yonezawa@kumamoto-nctacjp

画像処理を用いた視線入力装置の開発と応用

(1)ビデオカメラより入力した目画像から視線位置を検出する研究

をしています。

(2)視線入力装置の開発に関する研究をしています。

(3)視線によるカメラのコントロールに関する研究をしています。

視線検出実験虹彩中心位置の検出

錨
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学科名／共通教育科

学科名／共通教育科
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名前

磯谷政志

lＳＯＧＡｌ

学位

Masashi

エ学修士

専門分野

計算機科学

技術協力｡相談労野：ワンチップマイコン等の応用について

連絡先：TELO965-53-1311E-mail：isogai＠kumamoto-nct､acjp

ｷーﾜード:ﾏｲｺ堂i≦壁雲一ＦＰＧＡ

FPGA、ワンチップマイコン等を利用したシス
テム開発

(1)ＦＰＧＡを用いた知能ロボットの墓礎研究をしています。

(2)ワンチップマイコンとセンサーを利用して、ネット
ワークを介した独居老人の安否確認システムを研究し
ています。

(3)聴覚障害者のスポーツ能力測定をサポートするシステ
ムの研究をしています。

名前

四宮一郎

SＨｌＮＯＭｌＹＡ

学位

lｃｈｉｒｏ

専門分野

スポーツ運動学

技術協力｡相談分野：青少年を対象とした体力づくりや競技力向上のためのトレーニング

連絡先：TELO965-53-1241E-mail：sinomiya@kumamoto-nctacjp

幸二鰯健康運雲i堂三皇二二三二三i」
(1)各種スポーツの運動強度について

(2)青少年の体力づくりのためのトレーニングについて

(3)ハンドボール競技におけるゲーム分析やトレーニング
について
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司昌

学科名／共通教育科

学科名／共通教育科（ICT活用学習支援センター）

名前

藤本洋一

ＦＵ｣lＭＯＴＯ

学位

Yoichi

修士（工学）

専門分野

計算機科学

技術協力・相談分野：自律学習ロボット、情報通信ネットワーク

連絡先：TELO965-53-1315E-mail：y-fujimoto@kumamoto-nctacjp

強化学習を利用した自律学習ロボットに閏する

研究

(1)試行錯誤的に行動をしながら、少し崖一匡

鰯葺繍繍妻剛琴｡Ｅ、ざま
(2)生物の能力をお手本にして考え出さ垂＝‐＝＝ －：三・

れたこﾕー ﾗﾙﾈﾂﾄﾜー ｸと呼ばれる学套董差~‐塞
習の仕組みの応用を研究しています。

(3)情報通信に関する授業を担当し､学冒董.．－毒=陰＝塞宣
校内のネットワーク管理も担当しています。…－．－－－．－－‘－‐………！

雲

名前

小鉢暢夫

ＫＯＢＡＣＨｌ

学位

Ｎｏｂｕｏ

理学修士

専門分野

ｑ‐類似
微分方程式

猿術協力｡相談分野：一般教養（数学）に関する分野

連絡先：TELO965-53-1248Ｅ－ｍａｉＩ：kobachi@kumamoto-nctacjp

ﾆﾗ二三壁類似i』i雪空竺雪二一
(1)９－類似とは乗法的差分法といわれるものです。

(2)超幾何級数やラプラス変換に閏する９－類似を研究しています。

定数ｑ(0＜ｑ＜l）に対して、次のように定義された式を使用した微分
積分学を行っています。

9-微分 △ルノ(言二”
Ｉ'/(躯坤=Ｚ('-‘)9"α〃α）Jackson積分

9-二項定理

"＝０

｡｡（α；９)〃ｘ"＝(αx；９)｡。
暑(州（燕;の．

ｆｂｒｌ工|<１



学科名／共通教育科
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学科名／共通教育科

共
通
教
育
科

零
名前

時松雅史

TＯＫｌＭＡＴＳＵ

学位

Masafumi

修士（経済学）

専門分野

経済学

技術協力｡相談分野：明治期・大正期。昭和初期の商店街の復元作業

連絡先：TELO965-53-1243E-mail：tokimatu@kumamoto-nctacjp

商店街の変遷、天草石工の活動についての
調査。研究

地域に密着してきた商店街が戦前から高度成長、そ

して現在にかけてどのように変化しているかを調査

しています。また、これに合わせて戦前の商店街の

様子を復元する作業も行っています。

天草下浦石工が製作した作品を通して、近世から現

代までの八代海の物流について調査しています。特

に神社の鳥居を主として研究しています。

名前

宇ノ木寛文

ＵＮＯＫｌ

学位

Takafumi

文学修士

専門分野

アメリカ文学

技術･協力｡相談分野：英米文学､特にマーク・トウエインの小説に関する事柄｡語学教育

連絡先：TELO965-53-1247E-maiI：unoki＠kumamoto-nct・acjp

マーク・トウエインの小説におけるストレンジヤーと共同

体の対立構造

『ハックルベリー・フィンの冒険』等

で知られているトウェインの小説に多

く登場するストレンジヤーと共同体の

対立について、その出現のありよう及

び対立構造の意図するものなどを各小

説ごとに詳細に分析することで、特に

彼の後期の小説そのものの評価を試み

ています。

(写真はマーク・トウエイン）
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学科名／共通教育科（ＰＢＬ・総合教育センター）

学科名／共通教育科（|ＣＴ活用学習支援センター）

名前

小林幸人

ＫＯＢＡＹＡＳＨｌ

学位

Yukito

法学修士

専門分野

法哲学、

技術者倫理、

キャリア教育

技術協力･相談分野：技術者倫理、キャリア形成支援

連絡先：TELO965-53-1245E-mail：kobayasi@kumamoto-nctacjp

1）コミュニケーションを墓底とする人間と社会とのあり
方に閏する研究

2）自己形成及び認識における他者、コミュニケーション
の果たす役割

3）技術者倫理（リスク社会における倫理的責任と法的責
任の関係について）

4）技術者倫理教育

5）キャリア形成支援教育

技術協力･相談分野：インターネットのセキュリティに閏すること､マイコンボードの開発など

連絡先：TELO965-53-1307E-maiI：Oshima@kumamoto-nctac・jｐ

瓢三顧葱堂竺圭一’
(研究概要）

(1)外部のインターネットからの攻撃を検出
するセキユリテイ技術について研究しています。

また、インターネットを安全に運用する技術に

ついての研究を行っています。

(2)並列処理を用いた計算アルゴリズムにつ
いて、高速に効率よく処理する方法を研究して

います。

(3)ＰｌＣやＡＶＲなどのマイクロコントローラを

用いた教材用マイコンボードの開発を行ってい

ます。

マイコンボード開発中の様子

開発したマイコンボード
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学科名／共通教育科

学科名／共通教育科（地域イノベーションセンター）

共
通
教
育
科

雷
剛

名前

道園達也

ＭｌＣＨｌＺＯＮＯ

学位
Tatsuya

博士（文学）

専門分野

日本近代文学

技術協力･禰談分野：日本近代文学

連絡先：TELO965-53-1254E-maiI：mitizono@kumamoto-nctacjp

日本近代文学
(1)１９４０年代の日本文学。国家総力戦と戦後復興の時代、文学者たち
の表現行為について考察しています。

(2)戦後派の作家、武田泰淳。評論『司馬遷』や小説「審判」等の生
成過程を分析しています。

(3)熊本の文学。旧制第五高等学校の『龍南会雑誌』の基礎調査を終
え、今後は熊本にゆかりのある作家の調査・研究に取り組みます。

武田泰淳『司馬遷』

(日本評論社、１９４３）

初版カバー

⑳

唾
名前

潰田さやか

ＨＡＭＡＤＡ

学位
Sayaka

博士（数理学）

専門分野

微分方程式、

ﾄボロジー

,技術協力｡相談分野：数学関連

連絡先：総務課企画調整係Ｏ965-53-1390E-maiI：so-kenkyo@kumamoto-nct‘acjp

ｷーﾜード:常微分'雪雪雲三二竺亘」
○微分方程式

常微分方程式の位相的な構造に関する研究を行なってい

ます。

○トボロジー

1965年にZadehにより導入されたファジー集合は画期

的であり、様々な分野に応用されています．その集合上に

位相を考えたファジー位相空間における'性質とその応用に

関する研究を行なっています。
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名前

関文雄
ＳＥＫ’

学位

Fｕｍｉｏ

修士（言語学）

専門分野

一般言語学、

音韻論

技術協力｡相談分野：言語学、英語教育、多読

連絡先：TELO965-53-1258Ｅ宮maiI：seki＠kumamoto-nct,acjp

(最適性理論の枠組みでの言語研究）

(1)最適性理論の枠組みで

様々な音韻現象について

検証を行っています。

(2)社会と言語の関係、時代

と言語の関係に注目して、

言語研究をしています。

(3)英語のコミユニケーシヨ

ン能力を高める教授法を

研究しています。

癖瞳景鐘皿…』…

前
下
名
岩 いすみ

lＷＡＳＨｌＴＡ

学位

lｚｕｍｉ

修士（文学）

専門分野

イギリス文学

技術協力｡相談分野：

連絡先：TELO965-53-1256E-mail：iwashita@kumamoto-nctacjp

(1)アイルランド出身の小説家ジエイムズ・ジヨイス（｣aｍｅｓ

｣oyce）の作品を主に研究しています。最近は、GeorgeOrweIl
やＨ､Ｇ､Wellsの作品研究もしています。

(2)小説以外の文学作品、また文化（映画、音楽など）にも研

究範囲を広げています。

(3)英語教育においては特に上にあげた文化を通しての英語学

習やＴＯＥＩＣのポイント学習、スコアアップを主眼にしています。
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画

川尾勇達

KＡＷＡＯ

学位
Ｈａｙａｔｏ

修士（教育学）

専門分野

運動学、

健康科学、

陸上競技

技術協力｡相談分野：簡易な測定方法、地域の児童への指導、健康増進活動

連絡先：TELO965-53-1242E-maiI：kawao＠kumamoto-nct､acjp

簡易測定･フィードバック､用具開発､姿勢教育､健康調査･分析

(1)運動（スポーツ）の複雑な動きや情報を、大がかりな機具や施

設を用いずに測定・分析できる方法を考えています。また、得

られたデータを運動実施者へフィードバックしたり、トレーニ

ングや学習するためのプログラムを考えています。

(2)身体の能力を競技特有の動きに向かうように引き出したり、新

しい発想のトレーニング用具を考えています。

(3)子どもの姿勢について、発育発達の面から研究しています。

(4)中高齢者、生活習Ｉ慣病患者等ための運動や生活を調査し、改善

方法等を研究しています。

壷
名前

岩尾航希
ｌＷＡＯ

学位

Ｋｏｋｉ

博士（理学）

専門分野

大気科学

技術協力･相談分野：気象・気候関係

連絡先：TELO965-53-1244E-maiI：iwao＠kumamoto-nctacjp

気象、気候に閏する研究
(1)温暖化などに伴う世界の気候変動を、統計的・力学的に解析します。

(2)集中豪雨や熱波など、極端な気象現象の構造や成因を解析します。

(3)衛星データなどを用い、オゾンなど大気微量成分の分布や変化をモニ

６０N

５５N

５０Ｎ

４５Ｎ

４０Ｎ

Ｊ５Ｎ

ＪＯＮ

２５Ｎ

20Ｎ崖
Ｉ００Ｅ

夕リングします。

(｡）BombMox,ＤＰ［/NDJF]，1979-2007

110Ｅ１２０Ｅ１３０ＥＩ４０Ｅ１５０ＥＩ６０Ｅ１OＥ１８０１７０Ｗ１５０Ｗ

50N

5591

50Il

45N

40N

J5N

30N

25N

ZＯＮ←
ｌ００Ｅ

(b）ＢｏｍｂＭｏｘ､ＤＰ［/NOJF],００s-80ｓ

Ｉ１０Ｅ１２０Ｅ１３０Ｅ１４０Ｅ１５０Ｅ１６０Ｅ１７０Ｅ１８０１７０Ｗ１５０Ｗ

－１'ー－１－~~５－＝一‐I目:&．､堰＝Ｆ毒~宝一
一

0.Ｊ０，６０．９１．２１．５１，０-0.9-0.6－０，３0.30.6０．９

爆弾低気圧の平均的な頻度分布(a)と、近年におけるその変化(b)。爆弾低気圧は日本周
辺で頻繁に発生しており、近年増加傾向にある。



共
通
教
育
科

学科名／共通教育科

6mｇ

技術協力"相談分野：スケジューリング問題など

連絡先：総務課企画調整係0965-53-1３９０E-maiI：so-kenkyo@kumamoto-nctacjp

諺赫:鰯雲雲一
集団行動における協調行動を生み出す認知機能

社会的知性を持つ生物が協調行動を行うのに必

要な認知機能の一端を、コンピュータシミュレー

ションを用いて明らかにする事を目指しています。

更にその応用として集団で行動する小型ロボツ

卜に自律的協調行動を取らせる制御プログラムの

実装を目指しています。



Ｖ･研究設備紹介

熊本キャンパス
ＫＩＩｍａｍｏｔｏＣａｘｎＰｕｓ

ｖ－１１情報通信エレクトロニクスエ学科…7１

ｖ－２制御I情報システムエ学科……………7３

ｖ－３人間情報システムエ学科……･……･･7５

八代キャンパス
Y§gts鵬Ili恥心畠mIXp鵬

ｖ－１機械知能システムエ学科……………7７

ｖ－２建築社会デザインエ学科……………8２

ｖ－３生物化学システムエ学科……………8４



|プリント基板加工システム’

|電波暗室’

'４ポートネットワークアナライザ’

熊本キャンパス

１．’情報通信エレクトロニクスエ学科

スペクトラムアナライザ’

|TDRオシロスコープ、デジタルオシロスコープ

７１

【装悩の概略】

外部からの電磁波の影響を受けず、内部から迩磁波を漏らすことなく、

電磁界の計測ができる部屋である。アンテナの指向特性、遮子機器か

らの不要蛎射等の測定が可能である。

【主な仕様】

構造：シールドパネル組み立て工法。６面を２層形フェライト電波吸

収体十発泡スチロール遮波吸収体で榊成。

EＭＩ（放射雑音評価試験）：サイトアッテネーション特性30ＭHz～
20GＨｚで±４ｄＢ以内

寸法：室内寸法６ｍ（長）×2.5ｍ（幅）×１．７５ｍ（高）

シールド面寸法７ｍ（長）×3.5ｍ（幅）×2.75ｍ（高）

電波暗室

【装慨の概略】

20GHzまでの、商周波回路・素子のＳパラメータ（伝送特性・反射特

性）を測定する装置。４ポートであるため、差動伝送回路等の測定が

可能である。

【主な仕様】
周波数帯域：300kHz～20GHｚ

測定ポート：４ポート

４ポートネットワークアナライザ

【装悩の概略】

20GＨｚまでの商周波信号の周波数分析を行う装置である。

【主な仕様】

周波数帯域：９ｋＨｚ～26.5GＨｚ

スペクトラムアナライザ

【装悩の概略】

TDRは、時間領域で伝送線路の特性インピーダンス等を測定できる。

FFTによりＳパラメータも同時に測定可能である。デジタルオシロ

Ｉま、高速のデジタル信号を観測できる。

【主な仕様】

ＴＤＲ水平軸：２ｐｓ/div～１，s/div
垂直軸：１４ビット

デジタルオシロ水平軸：３．５GHｚ

ＴＤＲオシロスコープ、デジタルオシロスコープ

【装祇の概略】

本装憧は、複雑な回路を間違いなくIul路図から基板設計して、加工で

きるようにするため、殆どの行程をパソコン制御で行える。まず、韮

板設計ソフトProtel98をjMいマルチディスプレイパソコン上で回路設
計し、基板データ（ガーバーファイル）を基板加工機に送り、両面銅

薄韮板に穴開け、線引き、剥ぎ取りが行える。また、穴開けした内面

Iまメッキ装置で銅鍍金できる。

住な仕様】
妓大加工基板サイズ：400ｍｍ×400ｍｍ

岐小加工線幅：０．１５ｍｍ穴あけ能力：1201111／分

岐商加工速度：ｌＯＯｍｍ／秒ドリル径：０．２～6.0ｍｍ

モータ回転数：5.000～50,000rpm

プリント基板加工システム

電波暗室

４ボートネットワークアナライザ

雲識塞蓋

蕊嘉妻

;壷蕊
スペクトラムアナライザ

２画

■■■■〃■■｡■

h御国N噸鋼』､１．.：。‐１．．・・・

蔓識諒
：。直、・・・●・

ＴＤＲオシロスコープ

一
一
．
，
－
１
哩

麗
》
’

デジタルオシロスコープ

欝勤

基板加工機とメッキ装置
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ソルダーポット温調付角型ポット

ネットワーク計測システム’

|半導体デバイス製作室’
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【装綴の概略】

加工した基板の穴に回路部品を挿入して、本装置で250℃で溶けたは

んだに２～３秒つけるだけで裏面の配線と部品のはんだ付けが可能と

なる。

【主な仕様】

定格電圧：単相200ＶＡＣ50/60Ｈｚ消費電力：2.5kＷ

本体寸法：568×370×160ｍｍ重雄：約13kｇ

はんだ槽寸法：300×300×82ｍｍはんだ並：約50kｇ

妓高使用温度：350℃設定精度:±{(表示湖度の1.25％)＋１℃｝

ソルダーポット温調付角型ポット

【装慨の概略】

試作した回路の諸特性（入力電圧や負荷電流を変化した場合の入出力

砥圧、電流、電力、電源投入時や負荷急変時の過渡応答など）のデー

タをＬＡＮを通して測定・観測できる。測定したデータは、パソコン

でグラフ化できる。

【主な仕様】
交流電源：ＡＣＯ～150Ｖ，ＤＣ-200Ｖ～＋200Ｖ２ｋＷ

出力周波数可変範囲：０．０１Ｈｚ～1200.0Hｚ

高圧直流迩源：０Ｖ～＋400Ｖ

直流電子負荷装侭：1.5Ｖ～150V、３３Ａ、165Ｗ

交流電子負荷装侭：１０～llOVDC/ＡＣ、２０Ａ，DCl50W/AC300Ｗ

デジタル遮力計：６チャネル同時に電圧、遮流、砥力の測定が可能

電圧レンジ：１．５Ｖ～lOOOV

樋流レンジ：１０ｍＡ～５Ａ

帯域：ＤＣ、0.5Ｈｚ～１ＭＨｚ

簸速データ更新レート50,ｓ

ネットワーク計測システム

【装価の概略】

クリーンルーム内部にはウェットプロセス川ドラフター、酸化・拡散

炉、蒸蒜装置及びフォトリソグラフィー室を備え、配線用ワイヤーポ
ンダなど、シリコンデバイス製作プロセスを一貫して行うことができ

る。出入り口

【主な仕様】
クリーンルーム：

クラス１０，０００

ドラフトチャンバー

(超純水＞ｌ８ＭＱｃｍ）
蒸着装祇

(スパッタ､電子ビーム、

抵抗加熱）

酸化炉（熱酸化)、

拡散炉（ホウ素、リン）

３インチウェーハまで対応

フォトリソグラフィー室

(スピンナ、恒温柵、
マスクアライナ）

鞠Jill壷
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|半導体デバイス評価室’

２.制御'情報システムエ学科

|プリント基板加工機（ElevenT)’

|リアルタイム計測制御実験装置’

|３Ｄ加工機（ＭＤＸ-40)’

一

７３

【装祇の概略】

先端半導体素子の評価に対応可能なウェーハプローバ及び半導体パラ

メータアナライザ装満を始め、各種電気特性評価が可能である。また、

半導体を始めとする各種材料の光学特性、断面・表而評価も可能であ

る。

【主な仕様】

ウエーハプローバ（＜10-12Ａ，１０Ｋ－550K)、半導体パラメータア

ナライザ､ＤＬＴＳ装置(77Ｋ－300K)ＦＴＩＲ装般(400ｃｍ~'-1200ｃｍ~!)、

分光光度計（l90nm-900nm)、太陽光シミュレータ（ＡＭ－０、

100,Ｗ）

走査型遮子顕微鏡（ＷＤＸ付属)、触針式膜厚計、恒温肺（30℃一
300℃）

半導体デバイス評価室

蕊難謹
走査型電子顕微鏡（元素分析装置くＷＤＸ付>）
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【装慨の概略】
ＭITS（株）が販売する、Ａ４サイズまでの試作及び少堂基板作成向
けの装置です。汎用型タイプの中でも高精度であり、廃液処理が不要
なために無公害です。また、他社のＣＡＤソフトで設計したデータの
取込みが可能なため、開発コストの抑制や開発期間短縮を行うことが
出来ます。

【主な仕様】
妓小パターン|陥：0.1ｍｍ、最小切削ＩＭＯ､１ｍｍ

ドリル径：０．２～3.175ｍｍ、敢商ドリル回数：６０m／ｍiｎ
妓大加工ストローク：８ｍｍ，岐高移動速度：４５ｍｍ/sec、

移動範囲：310×220×８ｍｍ、テーブルサイズ：340×355ｍｍ

寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）：495×400×370ｍｍ、璽放：約23kｇ
標準装備：Conversion＆ＣＡＭソフト、オプション：ＥＡＳＹＣＡＤ

プリント基板加工機（ElevenT）

【装慨の概略】
CADで作成した３次元デザインデータを元に、リアルな実体を製作
することが出来る装置です。多彩な３ＤCAD/ＣＧソフトで作成した
データを、切削用データに変換する専用ＣＡＭソフト（MODELＡ
PLAYER４）を備えています。
【主な仕様】
加工可能材質：樹脂（ケミカルウッド、モデリングワックスなど）
金属は対象外

XYZ動作ストローク：３０５（X）×305（Ｙ）×105（Z）ｍ、
テーブルサイズ：３０５（Ｗ）×305（Ｄ）ｍ、
動作速度：ＸＹ軸０．１～50ｍｍ/sec・Ｚ軸０．１～30ｍｍ/sec、

スピンドル回転数：4500～15000rpm
外形寸法：６６９（幅）×760（奥行）×554（商さ）ｍ、
承雄：６６kｇ

３Ｄ加工機（ＭＤＸ-40）

【装慨の概略】
制御系ＣＡＤと連携し、機器のリアルタイム制御や、モデルの挙動
をシミュレーションできる装価です。ホストＰＣでプログラム開発
を行い、ターケットＰＣでリアルタイム制御を行います。制御対象
を数値シミュレーションすることにより実機を用いずに動作検証を
行うＨILS（Hardware-in-the-loop）テストにも応川.111.能です。
【主な仕様】
制御周波数：割り込みモード50KＨｚ、ボーリングモード100KHｚ

ＡＤｌ２ｂｉｔ差動８ch、DA12bitl6ch、カウンタ３２bｉｔ８ｃｈ

リアルタイム計測制御実験装置

プリント基板加工機

３Ｄ加工機

馬
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鱗
リアルタイム計測制御実験装置
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FPGA評価ボード|FPGA評価ボード’

【装侭の概略】

Spartan-3Eスタータキットポードは、Ｓｐａｒｔａｎ－３ＥＦＰＧＡ
ファミリ特有の機能を備えた、エンベデッドプロセッシングのアプ

リケーションの開発に便利な開発ボードです。評価版ソフトウェア
としてXilinxlSEとＥＤＫにより、論理回路による設計だけではなく、

ハードウェア記述言語を用いた設計を行うことが出来ます｡

【主な仕様】

Spartan-3EFPGA（XC3S500E-4FG320C）
CoolRunnerTM~IICPLD（ＸＣ２Ｃ６４Ａ－５ＶＱ４４Ｃ）
PlatlbrmFlash（XCFO4S-VO20C）
128Ｍbitパラレルフラッシュ、ｌ６ＭｂｉｔＳＰＩフラッシュ

64ＭＢｙｔｅＤＤＲＳＤＲＡＭ
最商232本のユーザーI/Oピン、320ピンＦＰＧＡパッケージ

10,000個を超えるロジックセル、５０ＭＨｚクロックオシレータ

SPIベースの４出力ＤＡ、２入力ＡＤコンバータ

全方位画像センサ|全方位画像センサ’

【装祇の概略】

30のの小型全方･位ミラー部に、ボードタイプのUSB2､０デジタルカ
ラーカメラを組み合わせた組込用全方位センサユニットですo

USB2,0対応カメラを搭赦。専用ソフトウェアにてカメラ各種モー

ド（電子シャッター、AGC、ALC、γ、アパーチャー、映像反転
等）の設定変更が可能です。

【主な仕様】
搬像素子：１／３，'InterlineCCD

ＵＳＢコネクタ形状：ＵＳＢＢＴｙｐｅ
画像形式：RGB2４（24bitRGB）

有効両素数：１０３４（H）×768（V)、約80万IllIi素
解像度／フレームレート：

1024×768（30fps)、1024×344（60fps)、１０２４×136（l20fps）
撮像サイズ：５．８０（H）×4.92（V）

蝿Ｉ騒音計

【装祇の概略】

積分平均サウンドレベルメータ（ＬＡ-4440）は100ｄＢの測定レンジ
を持ち、かつレベルレンジを切り替えることなく広範な帝の大きさ

の変動に応じて時間平均サウンドレベルを含む以.ドの７つの騒音指

標を'11時に計測・表示することが可能です。

Lp：時間重み付きサウンドレベル

Lcq：時間平均サウンドレベル
Lc：音響暴露レベル

Lmmx：時間重み付きサウンドレベルの岐大値

Lmin：時間重み付きサウンドレベルの雌小仙

L,k：ピークサウンドレベル
LⅢ：時間率サウンドレベル

【主な仕様］

適合規格：ＪＩＳＣｌ５０９－ｌ：2005Ｃｌａｓｓｌ
公称感度レベル：-29dＢ

測定周波数範囲：lOHz～20kHz（JIS，IEC）
周波数重み：Ａ，Ｃ、Ｚ

サンプリング周期：２０.助ｓ

Ｌ
Ｉ

全方位画像センサユニット

騒音計
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|圧力分布センサ’

グ

ＬＩ”＠

l遠隔操縦２足歩行ロボットｎｕｖｏ

‐
１
Ｊ

ー

|ＦＰＧＡ実験装置

３．人間'情報システムエ学科

|演習川デスクトップパソコン

７５

【装置の概略】

各種計算機演習を行うための計算機です。９６台の計算機を二部屋に

分けて設祇しています。ユーザ情報やデータはサーバ側で梼理してお

り、どの計算機でログオンしても同じユーザ環境で作業可能です。

UNIXの演習は同ネットワーク上のFreeBSDサーバにログインして

行います。

【主な仕様】

型番：DELLOptiplex745（96台）
ＯＳ：WindowsVista

型番：DELLPoweredge840（２台）
ＯＳ：FreeＢＳＤ６．２

演習用デスクトップパソコン

【装置の概略】

ハードウェア設計記述言語（HDL）淡習用の実験機材です。人間

情報工学科ではＨＤＬの一つであるＶＨＤＬの淡習および実験に使用し

ています。パソコン上で作成したＶＨＤＬプログラムを元に、ＦＰＧＡ

実験装置上で目的のハードウェアを作成・実行することができます。

住な仕様】

型番：Altera社ＤＥ２（30台）

FPGA：CycloneⅡ２C3５（ロジックエレメント数：35000）
Windowsノートパソコン（23台）

ＦＰＧＡ実験装置

演習用デスクトップ9パソコン

ＦＰＧＡ実験装置

【装世の概略】

コイルが祇交するセル部と金属片を緩衝材で介した単純な構造を有

し、圧力に応じて可動する金属片がセル部に近づくと電磁結合が強

まり、変化する結合係数を検出することにより、特セルの圧力を独

立して圧力を検出表示可能です。ゲーム入力デバイス及び足圧や体

圧、座圧の変化をカラーまたは３Ｄで表示でき、セキュリティーや

介護、福祉、健康改善、自動車、機器関連の検知や組込に応川でき

ます。

【主な仕様】

型式：電磁誘導圧力分布センサ

寸法：562×462ｍｍ

分解能：１２．５ｍｍ

圧力分布センサ

【装置の概略】

全身の詳細な力学モデルをもとに、ＺＭＰ理論に基づいて、歩行モー

ションを妓適化された２足歩行ロボットシステムです。無線ＬＡＮ

環境で遠隔操作できます。悩性力による加速度項を無視せず、モデ

ル化誤差を最小限に抑え、ジャイロおよび加速度センサにより、上

体の揺れを検知します。ＺＭＰ軌道をリアルタイムに補正して安定し

た歩行を行います。

【主な仕様】
外形寸法：約商さ390×|陥350×奥行き120ｍｍ

質欽：約2.5kｇ
歩行速度：最大３ｍ/ｍiｎ

バッテリー駆動時間：一般使用約1.5時間

連続歩行、モーション使用時約１時間

遠隔操縦２足歩行ロボットｎｕｖｏ

圧力分布センサー

#蝿諭

2足歩行ロボットｎｕｖｏ

一
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NIRS装置lNIRS装置’

【装祇の概略】

血中の酸化へモグロビン（oxyHb）と還元ヘモグロビン（deoxyIIb）

の近赤外光に対する吸光特性の述いを利用し、非侵襲的に大脳皮質の

血液量を測定して脳の活性状態を画像化する装祇です。専用のホル

ダーを用いて光ファイバーのプローブを頭皮に装蒜するだけで測定で

きますので、MRIやＰＥＴのように計測環境を選ばず、ある程度被験

者の体動に厳しい制限がありません。

【主な仕様】

計測項目：oxyHb、deoxyHb、総ヘモグロビン

サンプリング時間：妓小0.1秒

同時計測点数：最大24点

|眼球運動測定器’眼球運動測定器

【装掻の概略】
眼球の白眼と黒眼の光に対する反射並の違いを利川し、眼球の移動

を検出します。また、プルキンエ像と瞳孔'''心の位置関係から、眼

球運動角を算出します。測定''１の視線軌跡や注視点分布を表示でき

ます。

【主な仕様】

計測項Ⅱ：眼球運動、眼球運動角、瞳孔径、瞬'二I数

サンプリング時間：６０/30Hｚ（選択可）

検出分解能：０．１度

|立体映像提示装慨立体映像提示装綬

【装侭の概略】

II1j眼視藻を利川した立体映像を搬影するための二眼カメラ、映像を

記録／再生するためのＷ－ＶＨＳビデオデッキ、フィールドシーケ

ンシャル方式とコンポジット方式のコンバータ、プロジェクタ、２

台のプロジェクタを理想的にスタックする台、侃光面を保持して映

像を提示するためのシルバースクリーン、映像を柵集するノンリニ

ア編集機を有しています。実写映像だけでなく、ＣＧによる立体映

像も制作できます。

【主な仕様】

スクリーンサイズ：2200ｍｍ×2800ｍｍ

|ハイビジョン映像・音響教育研究装置’ハイビジョン映像・音響教育研究装置

【装侭の概略】
商画質で臨場感溢れる映像コンテンツを視聴したり、ハイビジョン

映像を搬影したり、映像コンテンツを制作できます。

【主な仕様】
65インチプラズマディスプレイ、ブルーレイＤＶＤ，サラウンドス

ピーカー、教育用ハイビジョンカメラ、映像編集パソコンからなり

ます。

霊1蕊
一

濡認
壁－４三

p･璽一里Ｉ

脳波。光電脈波計

眼球運動測定器

ク▲

立体映像提示装置

|雪雲謹雲
■

ハイビジョン映像・音響教育研究装置



八代キャンバス

１．機械知能システムエ学科

ｌ３Ｄ－ＣＡＤ／ＣＡＥ設備３Ｄ－ＣＡＤ／ＣＡＥ設備

【装悩の概略】

製品の設計、製造や工程設計の事前検討の支援を行う解析ソフトを組

み込んだコンピュータ（計算機）です。３Ｄ一ＣＡＤによって作られ

た形状データを蕪に、対象物の構造解析や熱流体解析を行うことがで

き、並列計算により複雑形状物体の解析も高速で行えます。

【ハードウェアの仕様】

･並列計算機（２Core×2,16GBメモリ：１台、

2Core×１，２ＧＢメモリ：４台）

･パソコン（Pentium４，メモリ：３ＧＢ×４台､２ＧＢ×２台）

【ソフトウェアの仕様】
．熟流体解析：ＳＴＡＲ－ＣＣＭ十Ｖ3．０２

定常・非定常解析、ｌＷ流・乱流解析、各種気体・液体対応、自動

メッシュ機能、各種３次元表示

･構造解析ソフト：ANSYSUniversity/LS-DYNA
Ver、９×１セット

･櫛造解析ソフト：ＡＮＳＹＳＥＤＶｅｒ,９×６台

･ハイエンド３Ｄ－ＣＡＤ：ＣＡＴＩＡVer､５×１８

・ミドルレンジ３Ｄ一ＣＡＤ：SolidWorks2009

(CAEソフトのＣＯＳＭＯＳがアドインされています）

３Ｄプリンター|３Ｄプリンター’

【装股の概略】

CADやＣＧなどの造形川データ（STL）をもとに、ABS樹脂を熱で

溶かし、穂府することで立体モデルを造形する３Ｄプリンターです。

いな仕様】

･造形サイズ：203(Ｗ)×203(D)×305(Ｈ)ｍｍ
･硫層ピッチ：0.254ｍｍ/0.330ｍｍ

･モデル材料：ABS樹脂（カラーはI‘Iが基本）

･造形サポート方式：ブレークアウェイ方式

･機械寸法：686(Ｗ)×914(D)×1041(Ｈ)ｍ、

･履量：136kｇ

|３Ｄスキャナー３Ｄスキャナー

【装悩の概略】

立体物の読み取りから合成や穴埋め、ノイズ消去などのデータ修正、

そして３次元データの完成までを自動で行うことができます。読み込

んだ３次元データは、立体物として出力できます。データは、STL、

３．ｍ、ＧＳＦ、ＰＩＸファイルをエクスポート。

【主な仕様】

･岐大スキャン領域：直径254ｍｍ、商さ406.4ｍｍ

･妓小スキャンピッチ：０．２ｍｍ

･使用レーザー：波長645～660,ｍ、雌大出力５，Ｗ

･スキャン方式：スポットビーム三角測並方式

･テーブルサイズ：直径254ｍｍ

､堆大テーブル硫載重並：５ｋｇ

ＣＡＥ演習室
５．t.ー.~，..-…‘｡．｡．.……．－■ー辿一

癖戸ＱＤＥ－Ｉｅ軍

１

ハ､海員再【領迩ｊ

識７己”“Ｊ典型禽聖a』」ﾕ型』＆ａ３ＱＪ

’１

回＝

CAE解析の様子

識

■

３Ｄプリンター

３Ｄスキャナー
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|簡易型３次元形状測定機’簡易型３次元形状測定機

【装侭の概略】

対象物の表面形状を商速で広範囲に正確に測定する装殻です。非接触

レーザー変位計により、ＸＹ方向に走査することで高速に３Ｄデータ

を生成します。また生成されたデータは、３Ｄ表示、計測、特殊測定

など高度iiIli像処理をｊMいた解析を行うことができます。

【主な仕様】．
ＸＹ移動故：200ｍｍ×200ｍｍ

位侭決め粘度：４‘α、（移動量10ｍｍ時）
レーザー変位計測定範I)'1：±５ｍｍ（基準距離30ｍｍ）

レーザー変位計分解能：０．０５江、

データ保存形式：ＣＳＶ、SDF，ＦＲＮ等

画像表示：リアルタイム３次元表示（RSV）

|コンピュータ計測制御式引張試験機’コンピュータ計測制御式引張試験機

【装世の概略】
本装置は、一般の工業材料から各穂の先端材料まで、その力学的性使

(引張り、1111げ、圧縮等）を調べる装畷です。コンピュータ上で、装

置の制御から計測した実験データの整理までを、動的に行うことがで

きます。

【主な仕様】

荷重容並：250kＮ（５ｋN）

試験温度：－１８０℃～１０００℃

(ただし、引張り試験時）

|産業用ロボット’産業用ロボット

【装侭の概略】

付属のティーチングボックス、コントローラを用いて、ロボットの

アームを任意に操作することができます。また、専用のロボット言語

でプログラムを作成することで、ビジョンセンサを用いたiIIIi像処理に

より目標物体を"発見"し、指定の場所に移動させたりすることもでき

ます。

【主な仕様１

構造：５jliIIl垂直多関節

本体重雄：約１７kｇ

最大可搬質妓：２ｋｇ
巌大合成速度：約2100ｍｍ/ｓ

妓大リーチ半径：410ｍｍ

ロボット言語：MELFA-BASICⅣ、ムーブマスター言語Ⅱ

ハイスピードカメラハイスピードカメラ

【装置の概略】
本装澄は、雄大24000コマ／秒での高速撮影が可能なカメラで、商速

で運動する物体を観察することができます。また、付属のアプリケー
ションを川いて搬影した動画上の物体をｒＩ動追雌することで、速度や

距離、角度などの動きの定量化も行なうことができます。

【主な仕様】

メーカ・型式：KEYENCE社VW-6000、ＶＷ－Ｚｌ

解像度：640×480（VGA）（ＶＷ－Ｚ１にて光学６倍ズームⅡI能）

搬影速度：250～24000fps
記録媒体：メモリ２ＧＢ，ＨＤＤｌ６０ＧＢ

画像形式：動画圧縮時：JPEG2000非圧縮時：非圧縮ＡＶＩ

脈止画圧縮時：ＪＰＥＧ非圧縮時：ＴＩＦＦ

３次元形状測定機

コンピュータ計測制御式引張試験機

5軸垂直多関節ロボット

ハイスピードカメラ



PLD（PulsedLaserDeposition）分子属制御薄膜作製装置’PLD（PulsedLaserDeposition）分子屑制御薄膜作製装置

【装侭の概略］

本装置は、高真空中または酸化性雰囲気巾でレーザー光線をターケッ

卜に照射し、構成元素を蒸発させ、対抗する基板に堆祇させる装置で

あり、成膜室、成膜排気系、レーザー光線導入系、差動排気ＲHEED

システムから構成さています。特徴は、構成元素が異なる４種類の

ターゲットを回転機構により回転し、成膜雰朋気を破らずにその場で

ターケットを交換し成膜することができ、成膜時には反射高速電子Ｍ

折（RHEED）により計測制御された分子層をそれぞれの構成元素で

堆硫し超薄膜を作製できる点にあります。

【主な仕様】

照射レーザー：パルスＮｄ－ＹＡＧレーザー

波長266nｍ、パワー１２０，J以上
パルス幅６～７，s，ビーム系0.8ｍｍ以下

成膜室等：成膜側基板加熱（ハロケンランプ、加熱湿度～850℃、

PIDオートコントロール可能）

可能ターケツト数４，到達典空度７×lO-6pa以下、フ

ローガス２０Pa以下、プロセスガス種（０２、Ａｒ、Ｎ２）

ＬＬ室：交換基板ホルダーセツト数２，交換ターケット数２

到達真空度５×10-6Ｐａ以下

その他：高速反射電子線回折装置（RHEED)、画像解析用ＰＣ

超伝導特性測定装置|超伝導特性測定装置’

【装祇の概略】

本装置は、超伝導特性（臨界温度Ｔｃ、臨界電流Jc、臨界磁場Ｈｃ）の
測定ができます。

【主な仕様】

臨界温度：４Ｋ（液体Ｈｅ温度）まで

臨界磁場：８Ｔ（テスラ）

臨界電流：100Ａ（最大通噛電流）

高温拡散形霧箱|高温拡散形霧箱’

【装悩の概略】

本装侭は、線源から放射される放射線の飛跡をエチレングリコールの

飽和蒸気を使用して観測することができる高温拡散形の霧箱です。

【主な仕様】

メーカ・型式：ＳＨＩＭＡＤＺＵ社WH-20

方式：拡散形（高温）

線源：放射性鉱物（閃ウラン鉱）

観察槽：直径120ｍｍ耐熱ガラス製

PLD分子層制御薄膜作製装置

瞳

超伝導特'性測定装置

高温拡散形霧箱
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|アナライジングレコーダー’

|GPS電波再放射器

'２周波GPS受信機およびアンテナ’

|防音室（遮音プレハブ)’
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【装慨の概略】

本装置は、屋上で受信したＧＰＳの電波を室内に向けて再放射します。

屋内（専門科目棟ｌの３Ｆにある制御工学実験室）で、ＧＰＳ受信機

に関する実験が出来ます。

【主な仕様】

電波の種類：Ｌ１帯の１周波数の信号が受信可能

【装個の概略】

本装置は、測量用にⅢいる事ができる粘密ＧＰＳ受信機です。

【主な仕様】

メーカ・型式：ＪＡＶＡＤ社ＤｅｌｔａＧ３Ｔ
電波の種類：Ｌ１帯とＬ２帯の２周波の信号が受信可能

GPS電波再放射器

2周波ＧＰＳ受信機およびアンテナ

【装祇の概略】

人間の聴覚に関する様々な実験を想定して、外部からの騒音等の影

響を防ぐ簡易型の防音室です。調光装置も装備されており、視覚実

験にも対応可能となっています。

【主な仕様】遮音性能125Ｈｚ：２４dＢ
250Ｈｚ：３２dＢ

500Ｈｚ：３８ｄＢ

1000Ｈｚ：４３ｄＢ

2000Ｈｚ：４５ｄＢ

4000Ｈｚ：４６dＢ

防音室（遮審プレハブ）

【装慨の概略】

測定、解析、演算、表示、記憶さらに記録機能まで一体化した便利
な波形観測機です。商速、商分解能の同時測定を行うことが出来ま

す。メモリも大容並で長時間の単発現象の測定に威力を発揮します。

【主な仕様】

アナログ入力最大１６チャンネル

64kｗｏｒｄ／ｃｈまたは256kｗｏｒｄ／cｈ

商分解能のＡ/D変換器で各チャネル14ビット、岐高50kS/sで測定可

ＤＣ～20kHzまでの信号を測定可能

各種機能（メモリ分割、トリガ、カーソル、ズーム、スクロール、

アキュムレート、各種演算など）

アナライジングレコーダー

【装慨の概略】

サーボ解析、振動・騒音分析などに必要なＦＦＴ(高速フーリエ変換）

を基本に設計されています。信号発生器と加算アンプを内蔵してい

ます。

機械振動・騒音の分析、音響信号やノイズ等の分析、サーボ制御の

応答解析測定解析モードの川途に川いることができます。

【主な仕様】
周波数レンジ10,Ｈｚ～100kHz

差動入力、２チャンネル、１６ビットＡ/，

各種測定（波形測定、スペクトラム測定、Ｔ一Ｆ測定、サーボ測定）

ディジタルスペクトラムアナライザ

ＧＰＳ電波再放射器

２周波ＧＰＳ受信機およびアンテナ

恩

防音室

〆
’

１

アナライジングレコーダー

蚕ョ空軍＝ｑ

ディジタルスペクトラムアナライザ
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スペクトラム・アナライザ’スペクトラム・アナライザ

【装慨の概略】

入力信号を周波数ごとに分解し、横軸に周波数、縦軸に備号成分の

大きさをとり、各信号成分の分布を表示する測定器です。無線装置

の試験やミキサ、増幅器などの性能評価が可能です。プログラムに

よる制御も可能です。また、周波数選択型砥圧計としても動作しま

す。マイクロプロセッサによって制御されているため、操作方法は

容易です。

【主な仕様】

周波数レンジ：２０Ｈｚ～40.1ＭＨｚ

簸小分解能帯域幅レンジ：３Ｈｚ

基準正弦波：１０ＭＨｚ

出力レンジ：-137dB、～30dB、

確度：＜±0.4dＢ

|ディジタルマイクロスコープ’ディジタルマイクロスコープ

【装置の概略】

本装慨は、（１）機械、電子部品から生物細胞までと１１１m広い分野の対象

物を深い被写界深度で、鮮明な立体画像で観察が可能、(2)観察、像

は150万画素（ハイビジョンテレビの画素数とほぼ同じ）のＣＣＤを

搭載し、１３インチモニターで多人数による同時観察が可能、(3)ディ

ジタルカラープリンターでその場でカラープリントできるとともに、

後でコンピュータ画像加工が可能、等簡単操作で面白い観察ができ
ます。

【主な仕様】

倍率：０～800倍il1li素数：150万画素

|任意波形発生器’任意波形発生器

【装綴の概略】

AG1200任意波形発生器は多彩な波形作成機能を持つ波形発生器で

す。基本性能は、１０ＭＨｚクロックレート12ビット分解能で最商５

ＭHz帯域の任意波形出力が可能です。また、外部トリガ機能、ファ

ンクションジェネレータ機能やクロックスィープ機能も右していま
す。

住な仕様】

チャネル数：２チャネル

周波数帯域：５ＭＨｚ

魁』

スペクトラム・アナライザ

ディジタルマイクロスコープ

任意波形発生器

８１
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|高速度ビデオカメラ装置’

|光弾性及び光干渉法実験装酒

|振動実験計測システム’

|振動測定システム’

２．建築社会デザインエ学科

【装厨の概略】

本装置は超商速固体撮像素子を使用したデジタルメモリー方式のビ

デオカメラで、最高撮影速度40500コマ／秒での而像記録が可能です。

画像は'ｃメモリーに記録され、付属の画像解析ソフトによって、記

録画像から変位や速度を求めることができます。撮影している画像

情報を繰り返しメモリーに記録する方式であるため、装祇のトリ

ガー機能によって、瞬間現象の撮影を容易に行うことができます。

【主な仕様】

岐高搬影速度：フルフレームで4500コマ／秒、分割フレームで40500

コマ／秒

雌大記録画像枚数：49152枚

再生速度：３０コマ／秒～２コマ／秒

高速度ビデオカメラ装置

【装樋の概略】

本装置は材料中のひずみ場を光透過によって、非接触で観察するた

めの光学システムで、透明な材料中に生じた応力や密度の変化、き

裂挙動を光弾‘性法、シャドウグラフ法やシュリーレン法などの光学

的可視化法で観察することができます。得られた画像を高速度ビデ

オカメラで搬影することによって、動的現象の可視化観察を行うこ

とができます。

【主な仕様】

凹面鏡：有効径200ｍｍ

焦点距離1500ｍｍ

光源：アルゴンイオンレーザー（公称出力４Ｗ）

光弾性及び光干渉法実験装腫

【装置の概要】

遮磁式振動加振器とディジタル正弦波振動制御装侭により櫛成され

ています。電磁式振動加振器は、動噛形加振器で特に低周波振動加

振に優れた性能を持っています。

【主な仕様】

電磁式振動加振器（APS-113）

加振力：１８．６kg一Ｇ、周波数：０．１～1000Ｈｚ
雄大変位：ｌ５０ｍｍＰ－Ｐ，最大加速度：9.2Ｇ

堆大重雄：350Ｎ（36kgf）
ディジタル正弦波振動制御装侭（DSC-lO）

周波数分解能：０．０１Ｈｚ

振動実験計測システム

【装置の概略】

建設椛造物などの動的挙動や振動を測定するシステムです。測定装

憧（レコーダ）では、ｌｃｈ～l6chまでの加速度やひずみなどの同

時計測が可能であり、櫛進物の動的挙動を調べることが出来ます。

他にも静ひずみなどを測定するデータロガー（TDS-530）もありま

す。

【主な仕様】

マルチレコーダ（TMR-200）・・雌大l6chまで同時測定可

動ひずみレコーダ（ＤＣ－２０４２台）・・岐大４ｃｈまで同時測定可

変位計・・100ｍｍ、５０ｍｍ

加速度計・・２Ｇ（５台)、５Ｇ（３台）測定川ノートパソコン．．

１台（Windows７）

データロガー（TDS-530）・・・単体で岐火30ｃｈまで測定可

振動測定システム

高速度ビデオカメラ装置

光弾性及び光干渉法実験装置

振動実験計測システム

壷.辛婆』
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マルチレコーダ(左)と動ひずみレコーダ(右）
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|地域環境情報解析システム’

'１０００kＮ万能試験機’

、

lKo圧密三軸試験機’
Ｉ ！

＄

開水路実験装置及び風洞水槽’

9mｇ

【装侭の概要】

本システムはパソコンサーバを本体とし、各研究室からアクセス可

能な環境情報データベースの解析システムです。データベースの対

象エリアは熊本県南部地域であり、地域の環境計而や防災計而、産

業の活性化等に役立てることを目的としています。現在、地形や地

理に関する様々 な情報や人工衛星iIIIi像、気象‘iIl;報などの盤術作業を

進めています。

【主な仕様】

サーバ：Pentiam-4（２ＧHz)、512ＭＢ，４０GBHD

入力装慨：ＡＯ版ディジタイザ、Ａ３版カラースキャナ

ソフト：ＧＩＳソフト（ArcGIS）

リモートセンシングデータ解析ソフト（ReDAPPC：本校作成）

地域環境情報解析システム

【装職の概略】

本装侭では、材料試験や構造実験を行うことが出来る試験機です。

救荷能力は１０００kＮまであり、圧縮実験と引張実験を実施すること

が出来ます。別体の冶具を用意することでIMIげ実験も行うことが出

来ます。また低容披用として、２０kＮまでの小型卓上粘密万能試験

機もあります。

肱な仕様】

○1000kＮ万能試験機（島津製作所製）岐大容雌：1000kＮ

試験川冶具：まる棒用つかみ歯、平板用つかみ歯、曲げ試験治共

○20kＮ粘密万能試験機（島津製作所製）鼓火容鐘：２０kＮ

※写真は島津製作所のカタログから抜粋したlIil型試験機です。

１０００kＮ万能試験機

【装置の概要】

この装liftは標準三軸試験機の機能に加え、ＫＯ圧密条件でせん断試験

が行えます。また、一定せん断力を戦荷した状態で間隙水圧を任意

の速度で増加させることも可能です。これらはパソコンで自動的に

制御・記録が行われます。

様々な条件下（地すべり斜面など）にある土の強度を洲くることが

できます。

【．i垂仕様】

圧密条件：等方圧密、ＫＯ圧密

排水条件：排水、非排水

せん断方式：ひずみ制御、応力制御

KO圧密三軸試験機

【装慨の概要】

開水路実験装置は、実長１５ｍ、幅0.6ｍ、最人流11t0.04,3/sの循環

型水路で、勾配可変である。両側壁は透明アクリル樹脂製で、側而

より流れの観察ができます。河川などを対象とした、流水''-1の構造

物の効果に関する実験に適しています。

風洞水梢は、実長14ｍ、幅0.5ｍの水桝に鰻大風鎧360,3/ｍｉｎの吹

込型風洞を備えています。片方の側壁がガラス製で、海底勾配可変

である。瓜の影郷下での波浪に関する実験に適しています。

【主な仕様】

開水路：幅60ｃｍ、実長１５ｍ

岐大流並0.04,3/s、勾配可変

風洞水桝：幅50ｃｍ、実長14ｍ、風欽360,3/ｍiｎ

開水路実験装置及び風洞水槽

地域環境I情報解析システム
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ＫＯ圧密三軸試験機

開水路実験装置及び風洞水槽
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３．生物化学システムエ学科

|走査電子顕微鏡’
「

塵到塞：
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|無菌操作室’

、で夢へ

|迩伝子工学実験室

【装磁の概略】

走査電位顕微鏡は、試料表面を電子線で走査し、反射してくる電子

を観察することにより様々な物の表面の像を得ることができる装置

です。

金腐 に

崖

昇侭

点深度の深い像が得られるのが特徴です。乾燥した試料を

若し、商真空モードで観察するのが一般的ですが、低真空

モードも備えているので、水を含んだ試料も無蒸着で観察すること

もできます。

【主な仕様】

機種名JEOLJSM-5310LV

分解能商其空モード：4.5,ｍ

併率商其空モード：×15～200,000

加速電圧０．５～30kＶ

機種名ＫＥＹＥＮＣＥＶＥ－８８００

分解能30,ｍ

倍率×15～100,000

加速電圧０．５～20kＶ

走査電子顕微鏡

【装股の概略］

組換えＤＮＡ実験を行う部脆です。実験室内の空気は、HEPＡフィ

ルターを介して排気されるようになっており、室内は陰圧に保たれ、

外部に実験菌株などが漏れない設計となっています。また、室内に

安全キャビネットを２台設殺し、組み換えＤＮＡ実験安全指針の物

理的封じ込めレベルＰ２までの実験を行う邪が出来ます。また、組
換えＤＮＡ実験を安全に行うために、学内には「組換えＤＮＡ実験安

全委員会」が設悩されています。

【主な仕様】
i室

空調付きHEPＡフィルター

HEPＡフィルター付き安全キャビネット２台

滅菌用オートクレーブ

遺伝子工学実験室

【装祇の概略】

細胞培養や食品加工処理などで実験材料を無菌的に操作するために

設侭されています。室内は陽圧に保たれ、HEPＡフィルターを通し

たクリーンエアーを循環して浦浄度を保つ様に設計されています。

また、室内にはクリーンベンチを設置し、動物細胞の端墾など、厳

密な無菌操作を行うこともできます。前塞を備え、室外からの塵な
どの混入を防ぐように設計されています。

住な仕様】
前室：HEPＡフィルター付き空調

無菌操作室

走査電子顕微鏡」EＯＬｊＳＭ－５３１０ＬＶ

走査電子顕微鏡ＫＥＹＥＮＣＥＶＥ－８８００
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遺伝子工学実験室

同実験室の安全キャビネット
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無菌操作室
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ＤＮＡシーケンサー 『
●
砂
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房

示差熱天秤’

|高速液体クロマトグラフ’

gHa

【装置の概略】

サンプルのＤＮＡを蛍光ラベルしたプライマーを川いて、ＰＣＲ法で

増幅させ、電気泳動を行うことにより、ＤＮＡを分離します。その

時にスキャナーが自動的にサンプル内の蛍光を自動的に読み取り、

DNAの塩基配列を決定していく装瞬です。現在では、遺伝子の構

造解析だけではなく、個体識別、生物進化の研究など多方面で使用
されています。

【主な仕様】
ＬＩ－ＣＯＲ社製

ＤＮＡアナリシス・システム

ModelLIC-4200L(S）

ＤＮＡシーケンサー

【装侭の概略】

定量性に優れた熱分析（TG）に汎用性の高いＤＴＡ機能を組み込ん

だＴＧ／ＤＴＡ同時測定装憧は、試料の水分:M:、灰分:M:の分析や分解、

酸化、耐熱性などの評iiIliに利用できます。さらに、反応速度、促進
劣化試験にも応川できます。

【主な仕様】
機種粕：TG8120

測定温度範囲：室温～950℃

最大昇淵速度：160℃／分

岐大試料量：1,000ｍｇ

熱天秤感度（TG）：０.Ｌｕｇ

示差熱感度（DTA）：±1.5～±1,00伽Ｖ

示差熱天秤

【装置の概略］

上水や廃水などの各種溶液中に含まれる全有機性炭素（TOC）を測
定するための装侭です。

微量の試料溶液を680℃で燃焼させて発生した炭酸ガスの赤外吸収
から全炭素量（TC）を測定します。一方、酸性条件ド110℃で発生

する炭酸ガスを無機性炭素（IC）として測定し、ＴＣからＩＣを差し

引いた値をＴＯＣとして算出します。

【主な仕様】

機種籍：ＴＯＣ－ＶＥ島津製作所

測定法：680℃燃焼触媒酸化一非分散形赤外線ガス分析法

測定範州：１～2,0000ppm

測定粘度：３％以内.(8000ppm以上）
2％以内（8000ppm以下）

キヤリアガス：尚純度空気、流:Iltl50ml/ｍiｎ

ＴＯＣ計

【装慨の概略】

高速液体クロマトグラフ（HPLC）は、微並試料を送液ポンプを使っ

て移動州を高速で流すことにより短時間で多くの成分を分離し、定
性.定:}1t分析できます｡適当な溶媒に可溶な物質であれば､金属イオ
ンから生体高分子までほとんど全ての化合物を分離･分析できます。

【主な仕様】

機種名：島津ＬＣ－２０ＡＤ

ＵＶ－ＶＩＳ検出器ＳＰＤ－２０ＡＶ

逝気伝導度検出器ＣＤＤ－６Ａ（イオンクロマト用）

示差屈折率検出器ＲＩＤ－１０Ａ

蛍光検出器ＲＦ－２０Ａ

付属設備：カラム恒温梢ＣＴＯ-20Ａ

高速液体クロマトグラフ

ＤＮＡシーケンサー

震蕊響

′､壁
１
車
一
一

塵鋤

示差熱天秤

Ｅ＝エーー
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ＴＯＣ計
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高速液体クロマトグラフ
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|紫外可視分光光度計’

ガスクロマトグラフィー

|落斜蛍光顕微鏡’

|蛍光ｘ線分析装置

副８

【装慨の概略】

試料物質の溶液に光（波長800～200,ｍ）をあててその吸収スペク

トルを測定し、ｌ吸収の強さを測定して試料物使の定並を行います。

また、試料の吸収極大の位置及び形より定性分析を行います。

吸光光度法による定雄分析は簡便で、感度や粘度も良好なためによ

く用いられますが、可視・紫外部に吸収のないものや通､I1な呈色試

薬のないものは測定不能です。

【主な仕様】
機種名：島津UV2500PC

測定波長範朋：190～900,ｍ波長表示：0.1,1ｍ単位

波長正確さ：±0.3,ｍ 波長再現性：±0.1,1ｍ

紫外可視分光光度計

【装置の概略】

気体を移動相とし、固体または液体を間定相として分析の対象とす

る成分の而相への相互作用の差を利川して分離します。分析機器の

中でも雌商の分離能と感度があり、しかも短時間で測定できる迅速

性に篇む装置として、広く揮発性混合物の分離や定性・定遼に利用

されています。

【主な仕様】

機種名：島津ＧＣ－８Ａ

水素炎イオン化検出器（FID）融解石英ノズル

感度：4000ｍＶ・ｍｌ/ｍ９温度設定：室温十１０～400℃

ガスクロマトグラフィー

【装侭の概略】

蛍光顕微鏡は、励起フィルターを通した一定波長の光を顕微鏡の対

物レンズから試料にあてて観察する装般です。

蛍光物質でラベルした抗体などを用いて、通常の顕微鏡では観察で

きない細胞内椛造を特典的に染色するとともに、蛍光トレーサーな

どを細胞内に注入して、細胞内での代謝反応を解析することができ

ます。本装置には、商感度３ＣＣＤカラーカメラが付属し、蛍光領域

から可視領域までの観察結果をモニターし、lllIi像ファイルとして保

存できます。

はな仕様】

機種名：ニコンＥ８－ＲＦＬ

励起フィルター：GFP/FITC，TexasＲｅｄ

落斜･蛍光顕微鏡

【装磁の概略】

試料にＸ線を照射すると蛍光Ｘ線が発生します。この蛍光Ｘ線は物

質固有の値であるため、その波長を分析することにより定性分析が、

また強度を分析することにより定量分析ができます。試料を破壊せ

ずに、微雄の成分まで、迅速に数種類の元素を分析することが可能
です。

【主な仕様】

機種箱：リガクZSX100e

上面照射型

試料交換：１２ターレット

ＥＺスキャン

sQx分析（半定雄分析）
CCDによるポイント＆マッピング分析

蛍光Ｘ線分析装・置

紫外可視分光光度計

一一偽､今－－．－－．,山里
厚一一一

陸生も口司画凸 ’
一 謝謝

３
房

ガスクロマトグラグィー
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|冷却遠心機、超遠心機’

|原子吸光分析装置’

|スプレードライ装置’

8７

【装侭の概略】

高速で回転するローター内に試料を入れ、地球の重力だけでは沈降

しない溶液中の粒子を強力な遠心力を利用して分離・分画する装置

です。DNA、ＲＮＡ等の細胞内物質、血液''１のリポタンパク、酵素、

ホルモン等の生体物質の分離・粘製や、動植物細胞などの分離に使

用されています。

【主な仕様】

機種名：超遠心機Ⅱ立CSlOO

最高|IJI転数100,000rpm
最大遠心加速度541,00OＧ

アングルロータＲＰ１００ＡＴ４、ＲＰ８０ＡＴ

機種籍：冷却遠心機ＴＯＭＹＧＲＸ－２５０

溌高''11転数 ２５，０００rpm

冷却遠心機、超遠心機

【装置の概略】

試料を化学炎などで原子蒸気化し、生成した基底状態の原子蒸気に、

特定波長の光を照射した時おこる原子の吸光現象を利用して試料中

の元素濃度を分析することができます。共存イオンの妨害が少なく、

選択性がよいため、ほとんどの金属元素の分析に用いることができ

ます◎

【主な仕様】
機種名：島津ＡＡ－６２００

ダブルビーム測光方式の光学系とＤ２法（亜水素ランプ法）による

バックグラウンド補正法を標準装備

原子吸光分析装置

【装置の概略】

スプレードライとは、水溶液、懸濁液、または乳濁液を１工穏で固

体粉末に変換する独自の方法です。これは、食品および飼料、製薬、

化学、または材料科学など多くの産業で、広く確立されたプロセス
となっています。

【主な仕様】

機種名：BUCHIミニスプレードライヤーＢ290

水分蒸発能力：１．０１/ｈ（水の場合）

空気流11ｔ：最大35,3/ｈ

妓高入｢1温度：220℃

ヒーター：2300Ｗ

温度制御：精度±３℃

噛霧ガス圧力（空気／窒素）：２００－１００ＯＬ/h、５－８ｂａｒ

ノズル穴径：標準0.7ｍｍ

スプレードライ後の主な粒子径：１～25江、

スプレードライ装置

超遠心機高速冷却遠心機

原子吸光分析装置

。
ｌ
一 １
m国

。：
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Ｆや写

スプレードライ装置
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|真空定温乾燥機’真空定温乾燥機

【装慨の概略】

真空定温乾燥機は、真空状態で乾燥できるため、熱に弱い物質を短

時間で乾燥することが可能です。

【主な仕様】
機種名：EYLAVOS-451SD型

温度調節範囲４０～240℃

温度調節精度±1.5℃（240℃設定時）

温度到達時間約80分

到達真空度133Pａ（lTorr）

電気マッフル炉|電気マッフル炉’

【装慨の概略】

マッフル炉は隔壁を使うことによって被加熱物を直接加熱せず、間

接的に加熱する炉のことをいいます。試料を常圧下で融解させる、

含水鉱物を脱水分解させる、粉末体の焼結を行う、灰化を行うなど、

高温での加熱処理ができます。

【主な仕様】

機種名：ADVANTECFUW-252PA型

使用温度範囲100～1,150℃

温度調節精度±１５℃（1,150℃設定時）

温度分布粘度±３℃（1,000℃設定時）

温度到達時間約80分

鰭

鐸茎１

真空定温乾燥機

｜

宴ｊ、で

､恥一亭づ戸 Ｆ三忽’
電気マッフル炉

由宇



V1．高専利用法

●共同研究（様式１）

本校において、民間企業、地方公共団体等から研究員及び研究経費等を受け入れて、本校の当該教員と研究員と
の間において共通のテーマについて共同で研究を行う制度です。
共同研究には、研究経費の負担面から次の三つの形態に分けられます。
①企業等から研究員と研究経費等を受け入れ、本校も研究経費の一部を負担して実施する研究
②企業等から研究員と研究経費等を受け入れて実施する研究
③企業等から研究員のみを受け入れて実施する研究

｜共同研究’
民間等

共同研究申込み
一曇

受け入れの決定通知
卦

契約締結
ぐ 催

研究経費の納付
＞

研究員の派辿
惨

研究成果

熊本高専

卿唯警
①

丘】『両国

回４両三百

↓
一彦特許等の共同出願＜一

◆受託研究（様式２）

本校の教員が民間企業、地方公共団体等から委託を受けて行う研究で、これに要する経費は委託者に負担してい
ただく制度です。

民間等

ぐ

ぐ

＜

受託研究申込み
－拳

受け入れの決定通知

約締結契約締結

研究経費の納付一催
研究成果の報告

”

熊本高専’受託研究

０
ｍ匠１ｍ

ﾛﾑ而王ｉ

◆受託試験（様式３）＊八代キャンバスのみ

この制度は、本校において民間企業等からの依頼に応じて行う試験、分析、鑑定等であり、委託者からの申込み
に墓づき受け入れを決定し、料金の徴収。試験等を行い委託者へ試験等の結果報告を行います。本校では次のよう
な各種試験を行っています。

骨材洗い試験 骨材単位容積質量試験 骨材有機不純物試験

骨材すりへり試験 骨材安定性試験 骨材塩分含有量試験

骨材ふるい分け試験 細骨材比重試験 細骨材吸水量試験

粗骨材比重試験 粗骨材吸水量試験 土の粒度試験

金属材料引張試験 金属材料曲げ試験 コンクリート圧縮試験※

コンクリート曲げ試験 コンクリート静弾性係数試験 モルタル及びコンクリート長さ変化試験

※圧縮試験においては、ISO/IECl7025の認証を取得しています。

●寄附金（様式４）
本校では、民間企業等、個人から教育や技術研究の奨励を目的に寄付金を受け入れています。
この寄付金は、本校の教育・研究に必要な機器の購入や図書の充実等に活用され、教育・研究の充実・発展に重
要な役割を果たしています。

なお、寄付金は特定公益法人に対する寄付ということで、法人税法、所得税法による税制上の侵遇措置が受けら
れます。

今技術相談（様式５）
本校には半導体・電子機器、ソフトウェア、ロボット・制御、機械・電気・情報、建築・土木、生物・化学など
多岐にわたる多数の専門家が在職しています。企業の現場などで解決を迫られている難問や疑問を解決できること
も多いと思います。お気軽にご相談下さい。

／■社会人講座
、

本校では、平成21年10月に熊本高専としてスタートしたことを機に、本言蓄座を実施して、より一層社会人教
育に力を入れていくこととしております。平成21年度は、①高周波技術者養成入門講座、②組み込みソフト
ウエア講座、③半導体講座、④３Ｄ－ＣＡＤ設計力養成講座、⑤ＣＡＭ活用養成講座の５講座を開講いたしまし

、た。これからも多様なニーズに応えるため各種講座を用意し皆様の受講をお待ちしております。 ノ

ｇｍ９



■ロ

熊本高専地域振興会

目的

熊本高専が持つ人・知・物的資源を通して、熊本高専と地域社会との連携・交流を深めるこ

とにより、地域社会の発展に貢献することを目的とする。

／

■■

くまもとテクノ産業財団ほか
、

可『
熊
本
高
専
地
域
振
興
会

熊本高専

（熊本キャンパス）

総務委員会

地域イノベーションセンター

PBL・総合教育センター

lCT活用学習支援センター

・技術センター

・各学科

・専攻科

一

一

一

地域社会

地域住民

｡地場企業

皇』Ｌ一 －

一
へ

諸機関・団体
”

９１９

、

ソ

(Ｈ２２．１．現在）

市民向け教養講座

県民力レツジ

キャリアアップセミナー

出前授業

体験講座

ものづくり教育の実践

地域行事への参加

地域ネットワークの構築

～

熊本高専地域振興会

一
－－ 一

技術相談

技術講演会・セミナー

イノベーションセンター

成果報告会

人的、知的、物的資源の地域循環型社会の構築

Ｉ
、
ＩＩ

産官学連携・交流
熊本高専生(熊本
キャンパス)の育成

インターンシップ

研究成果発表会

企業説明会の開催

地域との交流教育（人材育成）



V||、各種様式

◆共同研究申込害（問い合わせ先：両キャンパス）

◆受託研究申込害（両キャンパス）

◆受託試験申込害（八代キャンパス）

◆寄附金申込害（両キャンパス）

◆技術相談申込害（両キャンパス）

■「熊本高専地域振興会入会」申込害（熊本キャンパス）

共同研究。受託研究。受託試験・技術相談など、

下記キャンパスの相談窓口にお問い合わせ下さい。

熊本キャンパス
問い合わせ先

ＫｕｍａｍｏｔｏＣａｍｐｕｓ

【様式１】

【様式２】

【様式３】

【様式４】

【様式５】

【様式６】

管理課産学連携係

電話096-242-6433

Ｅ－ｍａｉｌ：ｓａｎｑａｋｕ＠k１

3-242-6433FAXO96-242-5503

sangaku＠kumamoto-nct・acjp

八代キャンパス
問い合わせ先

YatsushiroCampus

総務課企画調整係

電話0965-53-1390FAXO965-53-1219

E-mail：so-kenkyo＠kumamoto-nctacjp



(様式ｌ）

熊本高等専門学校長殿

住所

名称

代表者名

共同研究申込書

平成年月日

印

独立行政法人国立高等専門学校機構共同研究実施規則に基づき、下記のとおり共同研究の申込みを
します。

記

研究題目

研究の概要

研究の特色 ●

意 義

研究期間

研究実施施設．

設備等

共同研究申込

者・派遣の有無

等

派遣者有の場合

派遣者氏名等

希望研究担当

者 等

研究に要する経

費の負担額

(消費税額を含

む）

事務連絡先

備考

平成年月日から平成年月日まで

熊本高専

申込者の組織

氏名 所属・職 現在の専門 役割分担 派遣の有無

学科等 職名 氏名 役割分担

直接経費 間接経費 受入研究者指導料 合計

円 円 円 円

所属 担当者 電話・Ｍａｉｌ



(様式２）

熊本高等専門学校長殿

委託者

平成年月日

住所

名称

代表者氏名 印

受託研究申込書

独立行政法人国立高等専門学校機構受託研究実施規則に基づき、下記のとおり受託研究

の申込みをします。

l・研究課題

２．研究目的及び内容

3．受託研究経費等

４．希望する研究完了期間

５．希望する研究担当者

６．研究用資材・器具等の提供

７．その他

事務連絡先：

記

円

（消費税額及び地方消費税額を含む）

うち直接経費円

間接経費円

受託料円

平成年月日



有

受託試験申込 書

平成年月日

熊本高等専門学校殿

委託者住所

3．証明書の必要の有無；部数

（有無のいずれかを○で囲み、部数は記入してください｡）

陰無言澱

事業所

有

氏名 印

部

ＴＥＬ

--------‐建設技術材料試験所Const｢uctionMate｢ialEnginee｢ingLabo｢ato｢ｙ‐----.---・
※受付（総務課）ＴＥＬ：Ｏ９６５－５３－１３９０ＦＡＸ：Ｏ９６５－５３－１２１９

（試験所）ＴＥＬ／ＦＡＸ：Ｏ９６５－５３－１３４８

ＦＡＸ

日月年又１領料託受〆
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
』

Ｅ－ｍａｉｌ

円×

下記のとおり試験をお願いいたします。

記

１．委託しようとする試験名

2．供試体(試料)の数量、種類等

供試体（試料）の返却の要否

添付資料の有無

）(内訳

要 不要

Ｉ
受託料金

(様式３）

無

円

年月日納期：

無

建設技術材料試験所確認欄

ＩＳＯ受付番号

］
４．実施場所熊本高等専門学校建設技術材料試験所

-------------------------------------------------------以下は記入不要一一--------------------------------------.

5 ．備考受付番号

受付担当 試験指示者（印） 試験担当者（印）



(様式４）

独立行政法人国立高等専門学校機構

熊本高等専門学校長殿

(寄附者）

住所

氏名

寄附金申込書

このことについて、下記のとおり寄附します。

1．寄附金額

２．寄附の目的

３．寄附の条件

４．使用内訳

５．使用時期

６．研究担当者等

７．その他

連絡先：

記

円

平成 年 月 日

印

研究担当者が、独立行政法人国立高等専門学校機構から異動した場合は、その異動に

伴う寄附金の移動について同意する。



平成年月日

技術相談申込害

熊本高等専門学校

地域イノベーションセンター長殿

下記のとおり技術相談を申し込みます。

(様式５）

申
込
書

企業等名

所属

連絡先

氏名

住所 Ｔ一

ＴＥＬ （）

ＦＡＸ （）

相談分野・担当希望教員名（できれば記入してください｡）
■＝■ーーー一一一一一一一ーーー一一一一ー‐‐＝‐＝‐■‐＝‐＝■ー■ー‐ーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一＝ー‐‐‐ーーーーー＝‐‐ー‐ー‐■‐＝ー■ーー一ー一一一ー一一一一一一一ー一一一一一一つ‐~一‐一一一一‐‐‐‐＝‐一一q

巳一一一｡一一－－一一ーｰ-－■＝■ー■ー■ーー一一一画一■一■ー＝ー一一‐‐~ー－－一一-ー一一ー‐ー＝ー■ー■■ー■一ーー一口一一－－一ーーー一一－－ー一ーー-－一一一一－－一ー一一ーー－－一一＝‐‐ーーー‐＝‐＝■ーー＝■‐‐＝＝‐ー■ーq

■■ーー■ー＝ー■ーー＝－－－－－－一一ー一ーー－－－口一画‐＝＝ーー■■■ーー■■ー■■■一■－－一一一一一一一一一一一一一一＝ｰ＝ー‐＝＝＝‐＝ーー＝ー■ー＝ー■ー＝ー■ーーーーーー＝＝■＝一一一ー一－－ｰ一‐ーｰ口一一一一一＝ー＝‐‐一一q

■ー＝ーーーーー‐＝ー＝ー一一一一ー守‐ー-ー一一－－ー■ー■■ー■■■ー■ーーー■一■一一一－－一一一一一一一一一一一一■ー‐＝■■＝■‐■■■■＝ー■■■■■■■ー■一口－－一一一一－－－－一一ーー一一一ー一つ一一一ーー‐－－－－ーー＝＝＝q

相談内容（具体的に記入してください｡）

Ｃ
一
口

』
一
・

一
・
一
。
』
。
《
。

《
や
ご

凸
一
一

二
●
一

凸
●
》

一
字
》

。
。

《
》
ロ

一
一
・

一
口
。
ご
《
・
凸
一

・一一一一

一
一
・
一
一

。
－
一

・
《
寺

。
－
。
《
。
－
・
一
。
《
ロ
ー
》
。
■
一
口
。
《

ロ
・
一

口
・
一

一
・
・

口
・
一

一
・
・

一
・
ロ

ロ
・
・

口
・
・

》
一
』

・
・
。

》
》
・

》
。
□

写
。
－

》
・
・
一
一

『
一
・

凸
一
・
字
』
》
二

一
。
－
・
つ
。
《
一

・

↑
。

↑
。

》・青

二
一

一一一一

一
一
・
。
《
一
・
②
。
・
・
・
・
・
己

・
・
口
・
・
口
一

口
。
』

》
口
一

。
》
二

一
一
二

・
・
・

一
口
・

》
画
・

》
一
一

一
写
・

》
一
・

一
一
・

一
一
・

凸
一
・

一
凸
・

一
一
・

つ
一
・

一
句
・

一
壱

一

一
一
一
一

一

一
一
一
一
一
一
己

一
一
一
一
一
一
口
・
・
。
。
一
一

・
・
一

・
ロ
ロ

一
。
』

。
。
ロ

。
一
一

》
一
一

一
一
口

》
一
・

口
・
申
■

一
・
》
・

》
一
一
。

》
・
画

一
。
》
。

』
》
。
一
・

一
。
｛
■

凸
一
一
一
一
一

宇
ご
・
一
》

一
。
》
一
ロ

写
・
一
一
・

一
一
・
》
つ
・

・
。
①
一

一
・
字
●
口

一
一
一
ご

《
・
二
。

。
一
一

・
字

一
一

・

一
・
己
。
』
ロ
一

色
。
』
一
一

口
。
《

ニ
》
一

。
－
。
《
一

一
》
ロ

一
》
』
一

・
》
。
一

・
』
。

・
一
一
一

。
－
・
・

画
一
口
一

一
■
■
。
《

》
。
－
二
一

一
・
・
口
凸

一
一
一
。
《

『
■
。
口
凸

》
ロ
↑
》
。
凸

》
・
寺
・
・
■

一
画
一
一
ロ
凸

”
■
。
■
。
・

一
一
一
ご
口
。

『
。
■
・
・

。
》
・
一

一
。
■
・
・

ロ
・
口
一
・

一
・
一
口
。
②

。
一
・
・

口
。
。
口
・

■
。
。
一
口

。
』
一
一
。

》
一
二
字
画
■

》
・
一
一
・

一
一
一
》
・

口
。
》
。

》
一
・

一
。
■

字
二
一

一
。
》
・
寺

》
一
口

一
。
↑
・

・・・ロ

ロ
一

』
》
一

一
》
凸
《

一
一
一
一

・
卓
凸
二

一
一
一
一

②
。
》
。
②
』

。
一
・
一
一

・
・
・
・
一

画
。
■
一
一

・
・
一
一
。
。

・
口
・
・
②

一
口
。
・
・

や
口
一
・
・

》
。
■
。
■

や
。
■
一
・

一
己
■
・
・

一
》
』
一
一
。

－
与
二
・
・
。

》
。
②
一
一
》

》
一
②
。
》
。

｝
》
②
一
一
》

一
写
一
一
・

》
一
》

》
■
画
。
》

■
つ
守

口
一
寺

・
一

・

一
一
・
一

一
。

。
一

・

口
一

己

》
一
一

一
《
一

一
一
一
一

・
一
・
ニ
ニ

ー
一
・
一
一

一
一
口
・
・

。
。
』
。
・

・
・
一
・
一

。
。
一
・
・
・

ロ
。
■
》
。

。
■
・
・
。

■
・
・
・
・

》
ロ
。
・
画

一
一
一
一
・
ロ

幸
画
。
き
き
。

》
一
一
一
一
》

牢
年
■
い
け
け

提
出
先

熊本高等専門学校地域イノベーションセンター

(熊本キャンパス）

〒861-1102熊本県合志市須屋2659-2

TELO96-242-6433FAXO96-242-5503

(八代キャンパス）

〒866-8501熊本県八代市平山新町2627

TELO965-53-l390FAXO965-53-1219

※記入しないでください。

受付日付・番号 相談担当教員名

平年月日

平成年度

第号



｢熊本高専地域振興会」の趣旨に賛同し、入会します。

法人会員用※年会費２万円

｢熊本高専地域振興会」入会申込害

申込日平成年月日

(様式６）

〒861-1102熊本県合志市須屋2659-2

（熊本高等専門学校内）

「熊本高専地域振興会」事務局

ＴＥＬ（096）242-2121ＦＡＸ（096）242-5503

※FAXでの申込みもできます。（必要要件をご記入ください）

●申込書送付先 ※年会費の納入については、後日、別途お知らせします。

(ふりがな）

貴社名

(ふりがな）

所在地等

Ｔ

住所

電話（）ＦＡＸ（）

Ｅ－ｍａｉｌ

(ふりがな）

代表者
職名氏名

印

業種

ア．鉱業
エ．電気・ガス

力．運輸業
ケ．不動産業

イ
熱
キ
コ

建設業
供給・水道業

シ、教育、学習支援業

卸売・小売業
飲食店、宿泊業

ウ
オ
ク
サ
ス

製造業
情報通信業

金融・保険業
医療、福祉
複合サービス事業

セ．その他（ ）

連絡部署

所属担当者名

電話（）－ＦＡＸ（）

Ｅ－ｍａｉｌ

ご要望



熊本高専アクセス

http://www蝿kumamoto-nct･ac･jp／

熊本キャンパス

Kmman〔IotoCampⅧｓ
〒861-1102熊本県合志市須屋2659-2

telO96-242-6433/faxO96-242-5503管理課産学連携係E-mail:sanClaku＠kumamoto-nct・acjp

胸tsmshiroCaxnpus

八代キャンパス

●バス

｣Ｒ熊本駅・交通センターから

北１．北３系統の「菊池温泉」行き、または

池プラザ」行き（急行及び田島経由を除く)、

波高専前」下車

菊
雷
ｒ
ｒ

●電車

(1)「藤崎宮前」から「御代志」行き「電波高専

前」下車

(2)「｣Ｒ上熊本駅」から「北熊本」行き、「北熊

本」で「御代志」行きに乗り換えて「電波高専

前」下車

至
同
圏

セ

●」Ｒ

｢新八代駅」から約７ｋｍ「八代駅」から約５ｋｍ

裳

●肥薩おれんじ鉄道

｢肥後高田駅」から徒歩７分

〒866-8501熊本県八代市平山新町2627

telO965-53-1390/faxO965-53-1219総務課企画調整係E-mail:so-kenkyo＠kumamoto-nct･acjp

●バス

｢八代駅前」乗車

(1)「君ケ淵」行き「高田駅前」下車、徒歩７分

(2)「水俣」行き「短大・高専前」下車、徒歩５分

蚕踊燕院匂
｡

中九州短大バス停
｡冠大･高専前



鍾議霞；熊本高等専門学校
ＫｕＩ”mORoNa8IonalE◎ＩＩｅ９ｅｏｆＴＣＥｈｎｏｌｏ９ｙ

発行：平成２２年３月総務委員会


